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はじめに

本報告書は、平成13年3月10日から3月22日までの13日間に亘り、

キューバ共和国において実施した下記プロジェクトに係るプロジェクト・ファ

インデイング調査の結果をまとめたものである。

・キューバ共和国　　：潅概排水研究所強化復旧計画

本調査は社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会（ADCA）から派遣さ

れた下記に示す3名の調査員により実施された。
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雄

義
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孝

川

田

西

西
内
安

内外エンジニアリング株式会社

内外エンジニアリング株式会社

株式会社クボタ

今回の調査に当たってキューバ国では、対外経済開発の窓口である対外経済

協力省（MNVECL）．・農業開発を実施している農業省（MNAG）及び潅漑技術研究

所（m）、日本側の窓口として在キューバ国日本大使館及びJICA派遣専門家等

の方々から多くの情報、御指導を頂いた。これらの方々に深く敬意を表する次

第である。そして、本計画が日本国の協力により早期に実現されることを願う

ものである。

平成13年3月



潅漑排水研究所強化復旧計画
（ラリヽバナ県流域水資源保全型持続的農業開発計画）
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1．キューバ国の概要

1．1自然概況

キューバ共和国は北回帰線の南に位置したキューバ島を中心として、フベンツ島およ

び1600の小島からなっており、北西部はメキシコ湾の入り口に面し、北は大西洋、南はカ

リブ海に面している。キューバ諸島は北緯20012－36－－～23017，09－－、西経74007－52－－～84057－54－－

に位置しており、総国土面積は110，860Km2である。キューバ諸島の中で最も大きいキュ

ーバ島の面積は104，945Km2あり、国土の約95％を占めている。このキューバ島の海岸線

は北部で3，209Km、南部で2，537Kmの長さを持っている。島の東西の長さは1，250Kmで南

北の幅は、最も狭い部分が31血1、最も広い所で191Kmとなっている。

キューバ国の国土の1/4を山林が占めており､その残りは肥沃な平野で牧草地やサト

ウキビ栽培に使用されている｡国土が東西に長く伸びているため長い河川がなく.主な河

川はCauto,Toa, SagualaGrande,ZazaとCaonaoであり南北方向に流下している｡自然の湖

沼はなく､農栗港概用の貯水池が多数(223箇所)建設されている｡キューバ島には低い

山脈があり､その主なものは西部地方のLa Sierra del Rosario (最高地699m : Pan de

Guajaibon) ､中央地方のLa Sierra de Trinidad (最高地1,140m : Pico SanJuan)と東部地方の

La Sie汀a Maestraである｡ La Sie汀a Maestraにはキューバで最も標高が高いEI Pico Real del

Turquino (1,972m)がある｡
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Pico de Maはnzas (381ml
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キューバ国は亜熱帯に属し、その気候は東北貿易風に強く影響を受けている。しかし、

島がテープ状に長く気温は季節的な変化は見られない。季節は夏の雨期と冬の乾期があり、

雨期は5月から10月、乾期は11月から4月である。最高気温の月は7月と8月で平均気

温は27．4℃で、最低気温は2月で平均気温は22，2℃である。山岳地帯を除き、東部地方は

西部地方よりもやや気温が高く年平均気温は25．5℃である。湿度は夏の81％から冬の79％

を示している。平均相対湿度は80％で、午前が95％（最高）と夜が60％　〈最低〉　となっ

ている。平均年間降雨量は1，375Ⅱ皿で雨期の1，059mm、乾期の316mmである。強い降雨

は東部地方に起きる。ハリケーン季節は6月から11月までで、9月から10月には最も激

しい嵐が来る。
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主要地点における気象条件及び年降水量の推移は表2及び3に示すとおりである。

また、地域別年降水量と気温の変化は次図のようになる。

キューバ国の潜在的水資源は38，130百万m3と推定されており、降雨量を源としてい

る。これらからその83％は地表水で、17％は地下水と見積もられている。潜在的利用可能

量は23，880百万m3と計算されている（地表水：74．9％、地下水：25．1％）。

キューバ国には5．OKm2を超える流域は632存在している。その55％は東部地方、32％

は西部地方、13％は中央地方にある。これらは、150の各種規模の水利施設を持っており、

そのうち山脈の北側に52、南側に48、フベンツ島に5ある（CENHICA，1997）。

国の流域審議会の技術グループによる提案では主な流域は次のとおり　33流域に大き

く区分され、さらに小河川毎の632のサブ流域に区分される。
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1．3農業状況

国の農業政策は2省によって遂行されており、サトウキビ農業を持った砂糖工業を所

管する砂糖省とその他の農作物を統括する農業省がある。

農業はキューバ国経済の基幹産業であり、国内総生産に占める割合は35％を示してい

る。その中でも砂糖産業が大きなシェアを占めており、キューバ国の輸出収入の70％を稼

ぎ、外貨獲得に大きく貢献している。この他、農産物はタバコ、コーヒー、米、トウモロ

コシ、サツマイモ、ジャガイモ、豆類、熱帯果物を栽培している。この中でも、タバコ、

コーヒーは輸出一次産品として重要な作物である。主な畜産は肉牛と豚である。

農業的土地利用においては､サトウキビ栽培が67.9%を占め､土地利用面からも最大

の農産物であるといえる｡続いて草地が14.0%､コーヒーが5.4%､バナナが4.7%となって

いる｡また､生産形態別では､自立的集団農場(UBPC)がサトウキビ栽培の大半を行ってお

り､土地持ち営農集団(CPA､ CCS)はサトウキビ以外の付加価値の高い作物の生産を担う傾

向にある｡ (表7参照)

砂糖を除く他の農産物の生産において、横菜類を軸として柑橘類・野菜・コメ等の精

算が行われているのであるが、1995年と1999年を比較すれば、野菜類の生産が著しく増

加しており、全体としての生産量の増加を促している。野菜生産は主として首都圏近郊に

おいて生産されている。表6～10に農業生産状況を示す。

キューバ国の農業は不規則な降雨のため長い間問題を抱えていたが、革命以来、多く

のダムが建設され潅漑地域が拡大した。キューバ国の耕作可能面積は6，686，600haであるが、
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耕作面積は3，695，200haでその70．5％が永年作物、29．5％は単年作物が栽培されている。国

土の非耕作面積は2，991，400baでその74．3％は自然草地で占められており、残りの25．7％は

未利用地である。（1997年末データ）

1．4潅漑排水の現状

キューバ国の澄渡可能面積は2,700千haと見積もられている(Stincer, et. A1 1996)｡Ⅱ皿

によれば､キューバ国の港概可能面積の増大は､既存濯概システムの更新や近代化､新規

建設を通して港概効率を高めることのみであると言われている｡

キューバ国においては、乾期の間（11月～4月）の降雨量では高い収量を得るには十

分ではなく、潅漑の必要性が決定的である。この期間はジャガイモ、タバコ、野菜類の栽

培周期に一致しており、また他の作物栽培期間の初期や終期にかかっている。また、雨期

の降雨強度は土壌が吸収する量を超えることから、作物栽培の開発を停滞させる排水問題

が顕現している。

1959年のキューバ革命前には、水利インフラは島の人口や経済を支えるためには不十

分で、1958年までには基本的に生活用水やサトウキビ潅漑向けの小規模ダムなどを含む3

水利施設が建設されたのみで、その貯水量は全体で48百万m3であった。また、1958年

における潅漑農地面積は162，000haであった。

特に1986年から1991年の期間には106の小規模ダム、277Kmの幹線水臥19，900の

井戸・が建設され、基本的にサトウキビ畑または排水施設をもった農地の158，356haが便

益を受けた。Ⅱ皿の試算によれば、潜在的利用可能水は13，276．6百万m3である。このう

ち、7，017・3百万m3はそれぞれ小規模ダムに506．5百万m3、地下水に4，495．2百万m3

でありこれらは地表流出量の1，257．7百万m3に相当している。この潜在的利用可能水の

70％は農業潅漑に向けられ、残りは他に利用されている（生活用、工業用、牧畜用）。

キューバ国の90年代における10年間の経済危機は、潅漑排水システムを含む水利施

設の投資を抑え、一方では既存の財源は既に建設されたシステムの維持管理を不十分にし

た。これらの事情から、1991年から1996年までに農地の191，873．6haが潅漑利用価値を失

い、潅漑地域の18．1％が影響を受けた。これを回復するには8億ペソの投資を必要として

いる。

キューバ国で最も一般的な港漑技術は畝間、スプリンクラー（港漑機械を含む）と局

部濯漑（マイクロジェット、ドリップ）である。現在の潅漑技術の傾向は、センターピボ

ット方式への変換に向かっているものの、水資源の効率的利用を念頭として、ドリップま

たはマイクロスプリンクラーによる潅漑を通してマイクロ潅漑が一般化してきている。

現在、潅漑されている842，502haはその5％は小規模潅漑システム（10ba以下）、19．7％
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は中規模（10～50ha）、70．3％は大規模（50ha以上）に属している。大規模システムでは、

水稲、サトウキビ、牧草、飼料に畝間濯漑が集中しており、柑橘類はスプリンクラー潅漑

である。中規模システムでは、畝間濯概が70，774ha、スプリンクラー潅漑が80，450ha、局

部港概が14，979haが塊茎類、根菜類に、小規模潅漑では野菜類、穀類に対してである。タ

バコは畝間とスプリンクラー潅漑である。

水資源および濯概開発を所管する公的機関は次のとおりである｡

①　水資源庁(instituto Nacional de Recursos Hidraulicos - INRH)

②　農業省港概排水研究所(instituto de Investigaciones de Riego y Drenaje - IIRD,

Ministerio de Agriculture)

③　砂糖省港概排水局(Direction Nacional de Riego y Drenaje - DNRyD, Ministerio

deAzdcar)

水資源および土壌保全関連法令は下記のとおりである｡

①　Decreto-Ley No.138 de las Aguas Terrestres de 1 de Julio de 1993

Relolucion No. P-l-99 del Ministerio de Finanzas y Precios que norma el precio del

agua para regadio de fecha 4 de Enero de 1999.

③　Ley 81/97 Ley de Medio Ambiente.

Decreto-Ley 179/95　Protection, Uso y Conservation de los Suelos y sus

Contravenciones.

Decreto-Ley 1999/95 Contravenciones de las regulaciones para la protection y uso

rational de los recursos hidraulicos.

1．5農業組織

1993年以前には､革命により農業組織は全て国営となり､農業生産は国家の計画経済

に組み込まれ､各ムニシピオには農業生産公社(Empresa de ProductionAgricola)が組織さ

れ､中央行政の指導による計画生産が実施されてきた｡しかし農業生産の効率化と勤労意

欲の向上を図るため､ 1993年9月に農業部門の生産性の向上と独立採算制の導入により農

業組織の改革が行われ､これにより土地なし農民の協同組合生産基本体(UBPC : Unidad

BasicadeProductionCooperativa)が新しく設立された｡一方､従来からの小規模自作農に

よって組織された農業生産協同組合(CPA‥　Cooperativa de ProduccionAgricola)､農業信用

や資材･機械サービスを行うクレジット･サービス協同組合(CCS : CooperativadeCredito

y Servicio)がある｡

E]国営

E3 UBPC

□ CPA

□CCS

}その他

1997年において､国営農場は全耕作地の

24.4%であり､非国営組織であるUBPC､ CPA､

ccsが75.6%を占めるに至っている｡このう

ちUBPCが47.0%､ CPAが10.0%､ CCSが

12.8%となっている｡
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（1）UBPC

新しい農業生産公社は、土地なし農民の組織であるUBPCの中央組織としての役割を

果たしていると共に、農業生産組合や自作農家に対して運送・流通手段を提供している。

UBPCは集団農場であり、この農場労働者は共同住宅に居住し共同作業を行っている。

農業機械類は農業生産公社から引き継いだものを使用しており、農業資材について収入減

により購買が出来ない場合は国から補助を受けている。この組織は請負生産体として国有

農地を耕作し国の生産計画に従って農業を行っている。この運営組織は4名の選出役員（4

年毎に選出）で構成されており、毎月の生産状況を農業省に報告する義務を負っている。

（2）C顆
自作農家によって組織されているCPAは、自作農家の農地がある程度集中していると

ころで組織されており、農業機械の共同利用、農業資材の共同購入などを行っている。組

合員の責任において割り当てられた国の生産計画を達成し、余剰作物は自由市場にて販売

している。CPAは全国小農協会に所属しており、その規則に従って活動を行っている。運

営組織は9名の役員で構成され、毎月1回組合員の会議を持っている。

（3）CCS

クレジット・サービス協同組合は、生産基本体や農業生産組合の会員によって組織さ

れており、種子や肥料購買のための農業信用を銀行から受けてサービス活動を行うと共に、

農業機械サービスを行っている。

（4）農業生産組織の状況（首都圏近郊）
今回の調査で実施したハバナ市近郊のラ・ハバナ県における首都圏近郊農業生産組織

の状況は次のとおりである。

(a) Municipio Alquizar農業生産公社

位置 ハバナ市から約 50K m のアルキサール市

特色 ハバナ県のジャガイモ、野菜、プラタノ生産地

耕地面積 総農地面積 ：4，700ha、漕漑面積 ：1，955血a

農家戸数 600 戸

ポ ンプ利用農家 ：　　 260 戸

一部ポンプ利用農家 ： 40 戸

ポンプ未利用農家 ：　 300 戸

潅漑方法 センター ピボット （1，150ba）、 ドリップ潅漑 （805ha）

潅漑作物 センターピボット ジャがイモ （671ha）、サツマイモ、トウモロコシ、キヤへ●ッ、ニンジン

ドリげ デテクノ、八一ナナ

潅漑機械 センターピボット：電気式　 2 台

水力式　 40 台 （内 10 台スペインの援助）

ポンプ （電動式）：ロシア製， 75ph、30～501t．／sec／umi t

地下水井戸 ：310 井戸 （潅漑 ・飲料水用）、深さ ：平均 20m
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ドリップ灌漑施設・資材はⅠ即製を使用
作付け計画　　農業省

生産物流通　　農業生産公社

問題点 農業機械およびトラックなどは10年から25年使用しており、老

朽化が激しい。センターピボットはスペインから援助の10台を
除きソ連製で老朽化している。このため昨年度はシステムの故障
でジャガイモの収量が低下した。国平均の収量は26tonであった
が、ここでは24tonであった。

アルキサール地区には42カ所のピボットがあるが、11カ所はポン
プの故障のため使用されていない。

仲) Municipio Batabanoの八.タハ'J作物公社Empresa de Cultivos Varios de Batabano

位置　　　　　バタバノ市(ハバナ市から60Km)
特色　　　　　ハバナ県の野菜,ジャガイモ､プラタノ生産地

総農地面積　l ,840ha
組織内容 この公社はMunicipio Batabanoの農業を統括していたが､ 1993年

の第2次農地改革によるUBPC設立により農地の細分化がなされ
た｡現在､これらUBPCの中央会の役割を果たしている｡

公社理事長　経済担当理事　(経理､購買､集出荷､流通)
生産担当理事　(生産計画､生産管理)
人事担当理事　(人事管理)
技術グループ　(各専門技術者)

労働音数　　10グループ(70-90人/グループ)
1グループ当たり平均面積-230ha

農業生産物　　シ●げイモ､トマト､キヤへ○ッ､チシャ､クレソン､サツマイモ､プラタ/

澄渡施設 2000年に電動式センターピボット35台(Valley社製)がスペイ
ンの支援で導入された｡
このうち6台がBatabanoで使用されている｡

農産物流通　　生産農産物の80%は公社に出荷され都市部の市場から消費者へ
届けられる｡残りの20%は地方の自由市場へ直接販売されてい
る｡流通経路は次のとおりである｡

生産者　⇒　生産公社　⇒　市場　⇒　消費者
J J

自由市場　　卸売商社　一　一　一　一　大規模消費者
出荷価格 2001年3月現在の公社からの出荷価格(45Kg/袋)

ジャガイモ:13ペソ､サツマイモ:18ペソ､ニンニク:180ペソ
クレソン:46ペソ､トマト:14ペソ､プラタノ:25ペソ

(c) UBPC Jose Angel Fernandez

特色　　　　　公社の中で最も大きいUBPC

生産組合長　　Francisco O'Relly Rodoriguez

農地面積　　　228ha

労働者数　　130名
農産物　　　　販売用:ジげイモ､サツマイモ､トウモロコシ､ブリホール豆､かぼちゃ

-8-



自給用：トマト、タマネギ、ニンニク

無潅漑：果樹（26ha）、牧草地（30ha）
収　量　　　　2000年度　ジャガイモ　24ton、サツマイモ　6ton

潅漑施設　　センタイポット（電動式）4台　ソ連製、モータは中国製
1ピボット当たり25ha

潅漑用井戸　　（畝間潅漑）1井戸　－13ha
組　織 4名の役員会で構成、生産体長1名、会計、生産、機械の各1

名（役員任期は4年で構成労働者より選出）

生産物の50％は公社へ出荷、50％は労働者へ配分、労働者の年

間報酬は4，000ペソ（月当たり333ペソ）で収益が多かった場合
は、ボーナスを出している。

組合の収益の50％は労働者への報酬、50％は組合資金としてい
る。農業資材の種子、肥料、農薬は公社から購入、機械、燃料は
－ビス組合より購入。
役員会議は週に2回、組合総会は毎月1回行い、生産計画や目

塁を討議している。
組合員即ち労働者は、この地方出身者が多く、過去に農業に従
□した人である。他の地方の人もいる。労働者として生産体に入
るには90日間の試用があり、その間の評価によって決定される。

（d）CPACiroRodonde

沿　革　　　　小規模農家によって組織された生産組合で1979年に設立され
た。

組合長　　　　LuisForteGonzalez

農地総面積　　362ha、以前は802ha持っていたが1993年に野菜で損失を出した
ために土地（叫3ha＝2，000，000ペソ）を国に売却した。
92名

1990年まではサトウキビを栽培していたが、1990年からは作物
の多様化に取り組んでいる。米、チシャ、タマネギ、ニンニク、
フリホール豆、トウモロコシ

組合員数
農産物

潅漑施設　　水力式センターピボット1台　（12年前の機械）
畝開港概用井戸11井戸　　（イタリア製モータ）

農業機械　　トラクター14台　（ソ連製）、18年～20年使用、新しいもの
で10年使用、燃料、潤滑油は公社と年間契約して購入。

農業資材　　　公社より購入（肥料、農薬）
生産費　　　平均1ペソの収益に33センターボの費用

収　益　　　年間21，000ペソノ組合員
問題点　　　　資金不足、資機材の老朽化
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(e) Habana市郊外の有機野菜生産組合

特　色 IIRDのマイクロジェット濯概システムを使用して集約的有機野
菜栽培を行っている生産組合｡このような組合がハバナ県の15

のMunicipioに13箇所ある
農地面積

組合員数
港概施設

6,133m2 (石や岩の上に客土して床を作って栽培している)

17名

マイクロジェット(自動式)､井戸1 (深さ60m､水面位までの
深さ20m)､これらの初期投資は全て農業省が行った｡このため､

収益の50%を農業省へ支払っている｡ (現在､ 20%へ減額の申請
中)

農作物　　　　白菜､チシャ､キャベツ､大根､カリフラワーその他　(lo種
類以上)

年間収穫　　10回､ 2000年の収穫129ton

生産費　　　　平均1ペソの収益:20センターボの費用
組合員報酬　　600-650ペソ/組合員/月

(i)ハバナ市近郊個人農家

特　色 近所の個人農家が集まってクレジット･サービス組合を組織して
いる｡特定の事務所は持たない｡
家族経営で家長はNilo Valles氏

農　地　　　　6ha

港概方式　　　ポンプ用水による畝開港概

農作物　　　　フリホール豆､トマト､トウモロコシ､キャベツ

流　通　　　　生産物は公社の集荷場に販売している｡
クレジットの利息は年利5%である｡

(g)農業省種子公社Empresa Productora de Semillas Varias

特　色 創立:1963年3月19日

国営公社で全国14の県に支所があり､組織的に種子の配布を
行っている｡また､ 11箇所にプラントを持っている｡

生　産 マランガ(タロ芋)､バナナ(プラタノ)､パイナップル､観葉
植物の種子･苗を生産している｡ (年間40,000,000)､メキシコへ
パパイア(マラドール･ロハ種)苗木を輸出している.
種子輸入:ジャガイモなどはオランダから､このほかネギ､タ
マネギ､トマトなどはイスラエル､イタリアからも入れている

野菜類種子は日本から(キャベツ､トウジサ､ニンジン､タマ
ネギ､カボチャ等)
種子輸入:ジャガイモ70%､野菜類その他30%

組織概要 試験場は全国に3箇所あり､種子生産農家は1,300､農場123,

CPA 140､ UBPC40で種子生産が行はれている｡
種子品質管理局は14の試験室を持っており種子の試験を行っ

Ilo-



ている。

種子冷蔵施設は90，000m3ある。種子選別プラントは1994年
にRAOプロジェクトで1プラント設置された。1988年には近代
的な1プラントが設置され、ドイツのNGOが1プラント設置し
た。

問題点 国土の位置的条件から亜熱帯気候帯に属し、野菜種子の生産に不
適であり、気象条件を如何にして克服するかが大きな問題となっ
ている。

以上のように、首都圏近郊農業地帯においては様々な形態の農業生産組織が
存在し、都市近郊という立地条件を活用しつつ生鮮食糧基地を形成している。その

ため高付加価値農業への意欲も高く、農業生産ポテンシャルも高いと判断される。
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表1　キューバ共和国の概要(1/3)

uu　観

面
　
概

人
源
口

110, 860k皿

訂汀ヲ海の西インド諸葛亮　のキューバ島と1600の小島から成る｡
熱帯海洋性気候､ 5-10月が雨期､年平均気温25℃､年平均降水量1, 200mm
コバルト､ニッケル､鉄鉱石､ログ糖
1, 112万人(98年推定)

ff

主要都市

ハバナ(Habana)､人口219万人(99年)
サンティアゴTクーバ(44万人)､カマ　エイ(29万人)､オルギン◆(24万人)､
アンタナモ(20万人)､サンタクララ(20万人　1999

主　星
言　語

宗　教
政治体制
意.法
元　首

議　套ー

白人25%､混血60%､黒人15%
スペイン語
カトリック
共和制､共産党の一党密衰
1976年2月24日施行､ 92年7月改正
画衰評議会~議fi :ブィデ)l　方丈~ト~ビ∵)t~て　rFidel 〔ASTRO Ruz)
国会で選出､任期5年､ 98年2月5期日就任
1院制の人民権力全国会議て面会)�"601議席･直接選挙漸丁荏簡5年I~

内　閣

主要庶覚=~-
国民総生者H
l人当たり
国民総生産
通　賢~~

閣僚評議会 議長は国家評者要請毒
メンバーは同評議会の指名により､人民権力全国会議が任命
E^J^^^^^J^Kfeijs幽
145億7200万ドル(98年γ

1317ドル(同)

｢ベラ　peso)　1 K.耶γで粁牢㌻~委遷す:｢菜箸~1ドル-21ペソ(99年末1

皮略

1492　コロンブスがキューバ　に到'
151:　スペインに征服される
1868　第1次独立戦争｡ホセ･マルティがキューバ革命党を結成
1895　第2次独立戦争｡
1898　米西戦争で米国が勝利
1902　5月20日独立｡米国は憲法にプラット修正条項(米国の内政干渉権と軍事基
地保有権を承認)を加えキューバを保護葡化｡

1933　以後フルへンシオ･パテイスタ政権が実権を掌握
1934　同条項廃止後も米国資本が基幹産業､公益事業を支配下に置く
1953　　月26日キューバ革命(革命記念日)起こすも失敗
1959　1月1日(解放記念日)､パテイスタ政権を打倒
2月カストロが首相に就任

1960　　月米系資産を全面接収
1961 1月米国は国交断交を通告
4月米国支援の反革命部隊が侵攻失敗(ビッグズ･コチノス湾事件)
10月米国はソ連が持込だミサイルに対し海上封鎖(キューバ危機)

1975　第1回党大会と人民権力全国会議(国会)発足で制度整備を完了
1976　カストロは国家評議会議長に選出､元首となり党､軍､行政を掌握
1992　ソ連の崩壊､東欧の自由主義化を受けて､国会は(1)宗教活動の自由保障(2)
直接選挙導入など34項目の意法改正を承認
政府は国民の外貨所有･使用を初めて解禁

1996　2月のキューバ軍機による米民間機撃墜を機に､米国で3月12日キューバ経
済制裁強化法(ヘルムズ･バートン法)が成立

1998　　月ローマ法王ヨハネ･パウロ2世キューバ訪問
同意評議全　　てI､民権-I)全国会議f.¥NPPサ連出の講丹汀tJIで簡萌す盲集Ed指薄機関て~由>x常%. m

案提出､条約批准などの権限を持つ｡議長は元首で閣僚評議会議長も兼任｡
閣僚評議誉-~'l'' ~`~盲高石執行て箸蔵簡蘭㌻一議盲｢首相了き有当うM｢第丁商議貰｢酎謹言簸天㌻~簡符萎貫`~

会書記､各国家委員会委員長､閣僚らで構成｡
キューバ共　　が日-のロテ　政｡ 65□ 10月結｡　員　78万人　97年10月｡
党大会､中央委員会(150人)のほか､地域レベルの委員会を持つ｡常設運営機関は
政治局(政治局員25人)｡書記局は91年10月の党大会で廃止｡第1､第2書記は結
党以来カストロ兄弟が占める｡

司　は　‥ ｢泉南J､民裁判所か最.毒trj?王矧札検零庁は[f-1主および同意評議会のl卓帽醸問,最高裁
長官､同判事､検事総長などは国会が選出｡

地方行政　　｢全国は14｣>県(Prc什incia)と1特別白i畠i =± /て缶Jに>T割され崩小fT政Kfr
として169の市(Municipio)がある｡
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キューバ共和国の概要(2/3)
交 中国､頭目鮮民主主　人民共和国　北朝鮮)､ベトナムとの目-帝を□口調｡

米国にはグアンタナモ米海軍基地の租借条約を無効とし､基地の返還を要求
キューバは99年10月16日､国際原子力機関(IAEA)の核査察強化のための保障措
置協定追加議定書に署名｡核拡散防止条約(NPT)に加盟しない方針の4カ国のうち､
追加議定書に署名したのは初めて｡

【対米閑啓】　クリントン米大統額は99年1月5日､対キューバ経済制裁の-蔀護衛を安涜蕎天盲~
発表｡ (1)米国市民に年間1200ドルの送金許可(2)民間チャーター便運航などで既存
の政策を拡充したのが特徴｡ 3月28日に革命以来初めて野球の親善試合がハバナで
行われ､米大リーグ､ボルティモア･オリオールズとキューバ代表が対戦した｡

【膏莱禰蘭粛】　カナダ盲漸対キューバ政策に反対し｢雇雷的蘭与｣によって民主化を促　政策を
とっている｡パラグアイ外務省は99年11月8日､ 40年間断絶していたキューバと
の外交関係を正常化した｡これで南米各国との関係を正常化させた｡ 8月26日､中
南米統合連合(瓜ADI)に正式加盟｡
99年11月15-16日ハバナで第9回イベロアメリカ首脳会議が開かれ､国際金融シ
ステムの新たな構築に参加国が積極的に関与することなどを盛り込んだ｢ハバナ宣
言｣を採択｡米国の対キューバ制裁強化法を非難した｡中南米19カ国に旧宗主国ス
ペイン､ポルトガルが会議に参加

国による初の首脳要談て甘牙デジヤネイロ)で､カ対欧州関係】　99年6月の中南米と欧州の48カ
ストロ議長はドイツ､フランス､英国と革命以来､最高レベルとなる外相会談を行っ
m

【そのm)　国蓮密雲は99年11月9日､米国に好事三二二フ亨雇済簡粛万有除を求める決議を賛成が
過去最高の155､反対2､棄権8で採択｡同決議の採択は8年連続｡反対は98年同様､
米国とイスラエルの2カ国｡

て帯首蘭孫7　1929年国交簡■重言欝丁茨大戦で断交頂牢復交｡ 97年7月両国は日珊
助(ODA)の一つ｢草の根無償資金協力｣のキューバへの適用を文書で確認｡ 98年9
月キューバ政府と日本企業43社間の民間債務の繰り延べ文書に調印｡日本人のキュ
ーバ移住開始から100周年を迎え､同月ハバナで記念行事｡カストロ議長は95年12
月非公式で初訪日｡村山富市首相らと会談｡ロバイナ外相が99年2月訪日､小測恵
三首相と会談｡ 11月三塚博衆院議員を団長とする友好議員連盟と日本キューバ経済
懇話会の合同ミッション約60人がキューバを訪問し､ 3000万円規模の初の文化無償
援助に調印｡ 730億円の中長期的な公的債務問題も協議､短期債務120億円について
繰り延べの基本的な条件で一致｡
耶雷倭夢膏簡ど~宮百官宮N芳半ル､癌天頂京窮葱で2259 75 Fル｡
在留邦人は216人(98年10月)｡日系人は約700人(97年5月)｡

財政･経,
【町　~蔽】

【藩■　済】

誉許年度は暦年㌻両~季夏予算ぼ窟訂†了す窟7両町方ペソ､歳出1 14窟抑ワ㌻
対外債務残高は112億ドル(99年9月)｡
平均月収は207ペソ(99年7月)｡
89年に1300万トンあったソ連からの優遇両肩油輸出がソ連石窟嘗亨事実王藩絶
え､経済が悪化｡ 91年の党大会で本格的な外資導入を決め､小規模個人営業も許可｡
国内総生産(GDP)は90-93年で34. 8%減少｡
98年のGDPの成長率は1. 2%｡ 99年は観光産業の好調などから6%の見通し｡
主要　　はダ糖､ニッケル､コバルト生､日口日光､水｡砂□琶生　はこの半世紀で
最低だった95年の330万トンから98年には320万トンと最低記録を更新｡ 99年は
360万トンの目標を上回る378万トン｡ 2000年目標は403万トン｡ 80年代は700万
-800万トン｡
■り遷葡萄夜'ぼ看滴商連膏守天~ぎ恵蕎窟:｢雷丙葡第2 7 0つき"所ごつでラデ日商百方守掌棒の
75%を産出｡内需の約2割を賄える程度で､年間600万トンの輸入が必要とされる｡
生産量は98年167万トン､ 99年1-6月は99万6700トンで目標の200万トンを下
回る見通し｡ 99年5月､ロシアとの間で砂糖80万トンと原油150万トンを交換する
ことで合意した｡ 98年の天然ガス生産は1億1700万立方メートルで､ 99年目標は4
億立方メートル｡
椀光童Tilま好調で恥科まwi年比1U. 51-nifl<｣ 140 ^jt､の外国J､害か訪問､ 99軒ま
同21%増の170万人が見込まれ､外貨収入は約20億ドル｡ 2000年の目標は200万人
(25億ドル)｡
-～--三石ケル生酢ほ万テダ賢奉が参天:~葡宙硬■天石狩I2割を占蕗首筋､国際市紺
迷で苦戦が続く｡ 98年生産量は約6万8000トン｡シエンフエゴスにフラグア原発1
号機(軽水炉)を建設中｡ 80年代にソ連の資金援助で着工したが､ソ連崩壊後の92
年に中断｡ 99年5月ロシアと合弁会社を設立し再開した｡
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キューバ共和国の概要（3／3）
外国投、

賢‾芽ヨ

90年以降、25カ国から自走17　巨、6720万ドルが投、された　99年5月日間点、　行
ベース）。うちカナダが6億ドルで最大。97年5月ベロアとワハイに外国企業を優遇
する「保税地区」を開設。食品加工、家具などの分野でカナダ企業などが進出。関税
を免除し、法人税は製造業が12年、サービス業が5年間、それぞれ免除される。製
品のキューバ国内販売は生産の25％にとどめ、大半は輸出に振り向ける。
98年の輸出は16億1250万ドル、輸入は39億8660万ドル。99年の貿易赤字は32
億3200万ドルと見込まれる。最大の貿易相手国はスペイン（98年の貿易額7億1550
万ドル）、次いでカナダ（同5億5000万ドル）。

コ言・文化 育　　医療、酢同郡ま　　上　べて．甲守、斗だが、　遥不足から医薬品、　　の多
くは個人負担が実態。
6－17歳の好等丁‾草等野青が貰房新二戎瀞醐√巧5年）。m
F守言うミ丁‾　主要紙は党機関紆グランマ 共産主義青年同盟機関紙フベントウ・レ
ベルデ。通信社はプレンサ・ラティーナ（PL、国際）、AIN（国内）でいずれも国営。
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表2　主要地点の年降水量の推移(1997-1999)
Anual Ene.　Feb.　Mar.　Abr.　May. Junio Julio A20.　Sept.

1 ,234　　55　　24　　44　　32　109　　289　1 17　152　188

A丘　　　　　　　Conceoto

1 997　　Cuba

Pinar del Rio

La Habana

Ciudad de La Habana

Matanzas

Villa Clara

Cien fueaos

Sancti Spiritus

Ciego de Avila

Camasue

Las Tunas

Hol auin

Granma

Santiago de Cuba

Guantanamo

Isla de la Juventud

1 998　　Cuba

Pinar del Rio

La Habana

Ciudad de La Habana

Matanzas

Villa Clara

Cien血e os

Sancti Spiritus

Cieeo de Avila

Camaaue

Las Tunas

Holau i'n

Granma

Santiago de Cuba

GuantAnamo

lsla de la Juventud

1 999　　Cuba

Pinar del Rio

La Habana

Ciudad de La Habana

MatanZaS

Villa Clara

Cienfu egos

Sancti Spiritus

Cieso de Avila

Camaeue

Las Tunas

Hol eu i'n

Granma

Santiago de Cuba

GuantAnamo

lsla de la Juventud

Oct.　Nov.

84　　　77

46　　　76

∴
S
O
B
S
'

t
i
w
-
i
m
*
-

Di

1,374　105　　49　　71　　80　1 16

1 ,446　　99　　28　　39　　5 1　1 50

1,331　1 15　　36　　42　　67　　82

1,525　　73　　21　　62　　21　173

1,285　　48　　11 1  15I　35I 136

272　133　　147　　216

400 124 15汗22日
3 34　　　72　1 00　　206

396　1 55　162　　230

208　1 37　16　　144

48　　　77　　　58

56　　128　　　93

48　　1 07　　　77

82　　209　　　99

1 ,945　　86

1,312　　66

1 ,237　　63

1,189　　69

806　　　32

1,016　　　25

1 ,022　　1 3

1,235 I　12

632　　　31

1,324　　91

1,156　　71

1,347　　　89

1,355　　92

1,293I　99

34　　　48　　　43　　165

14　　　31　　39　　144

31　　50　　　88

11　　45　　　30　　110

12　　　46　　12　　　47

28　　　45　　　34　　　48

473　　1 94　　209

297　159　　199

336　121　166

305　　1 1 1　162

180　　　84　152

208　　　70　　1 30

187　　129　　165

416　　　　　　123

1 32　　　25　　　62

227　　140　　1 29

269　　　63　　201　160

155　　　54　　　98　　　56

159　　　92　　　84　　　44

134　　1 15　　　53　　　44

100　　101　　　5　　　35

1 30　　　99　　126　　　73

107　　102　　　35　　　41

106　　1 16　　　68　　　92

90　　　99　　1 8　　　49

320　58　79　56
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50　　　39

30　　　33

22　　　71

156　　　36

128　　　48

158　　　78

187　　　61

97　　114 1 79　　284　　　24　　　59　　　25

89　　140　　1 96　　372　　　2 1　　87　　　28

124　　158　　181　　316　　　24　　　39　　18

96　　1 54　　1 87　　239　　1 3　　　33　　　39

108　　154　　236　　350　　　23　　　37　　　32

1 03　1 40　1 55　　297　　　28　　　47　　　42

1 ,484　　93　　204　　59

175　　　48

162　　　84

183　　　59

202　　10

176

139　　14

162　　17

115　　19

1,271　　73

1,308 1　88

1 ,245　　97

1,302I　77

1,105 I　68

902　　　2 1

963　　　76

996　　　29

1,019　　38

733　　　30

1,364　1 19

1 ,373　　44

1,415　　52

1 ,428　　60

1,543　101

1 ,649　　2 1

2,402　　65

2,066　　4 1

1 ,664　　47

1,416　　32

1,298　　33

911　　47

1 ,279　　87

1 ,098　　42

1 ,045　　19

938　　　43

1,552　　62

124　　132　　203　　3 10

130　　1 16　　195　　256

112　　123　　202　　361

90　　　92　　195　　272

74　　　86　126　　190

66　　　76　　　79　　197

124　　133　　197　　222

9 1　　75　　147　　274

22　　18　　100　　302

178　　117　　291　　228

36　　　54　　　22

39　　　65　　　20

26　　　47　　　32

30　　　42　　13

26　　132

15　　122　　　69

27　　　44

20　　107

4　　　52　　　20

15　　　25　　106

99

81

67

58

144　　　56　　　29　　　35

114　　　31　　24　　16

58　　　36　　11　180

32　　　26　　　53　　140

34　　　23　　　29　　1 26

40　　　20　　　28　　　93

43　　　41　　20　　　22

15　　　31　　74　　136

35　　　33　　　85　　　99

25　　　44　　　83　　1 94

30　　　33　　　69　　1 30

18　　11　　57　　155

20　　　27　　　62　　171

42　　14　　　31　110

58　　　26　　　48　164

39　　　33　　　65　　1 54

76　　　20　　　59　　1 62

34　　　35　　　27　　1 17

16　　　4　　　22　　170

200　　107　　1 87　　200　　235　　148

278　　191　134　　13

27 1　　264　　1 28

220　　270　　225　　14

273　　345　　1 29

26 8　　977　　223

404　　461　101

228　　412　　136

190　　190　　173

202　　123　　210

178　155　　184

1 93　　1 30　　264

273　　1 20　　232

238　　　97　　275

225　　207　　2S 1

203　　15 1　　224

240　　109　　238

217　　　96　　184　　141　168　　177

148　　　54　　112　　106　　114　　133

185　　　44　　105　　　8 1　228　　247

186　123　147　　】30　　　90　　　89

99　109.　130　　154　　111　104

75　　　53　　100　　132　　173　　146

273　1 07　　228　　325　　322　　1 5

出典: ONE2000
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表3　主要観測所における気象状況(1999)
降雨　　　　　　　気温　　　　　　風向風力

県 観測所 年降水　降雨日　　最高　　最低　　風向　　　風力

量(mm)数(日) (℃)　(℃　　　　　(km爪r)

'̂
El
平
雲

鮒鵬r.i
Pmar del Rio La Patma　　　　　　　　　　　　　1647.2　　　152　　　29.8　　　20.5　　　S　　　　　　8.0

San Juan y Martinez　　　　　　1727.6　　1 30　　29.8　　　20 1　　N　　　　　2.8

Isabel Rubio 1 1 35.9　　1 26　　　29.5　　1 9.7　　　E　　　　　　9.2

Santa Li】cia 1 1 68.2　　　1 35　　　29.4　　　20.5　　　E　　　　　　4.7

8

　

t

 

l

　

凸

7

t
^
-
　
o
o
 
o
o
 
h
-

3

4
コ

3

Paso Real de San Dieso　　　　　　1486.2　　　131　　30.5　　　20.4　　NE　　　　　　53 48 3

Bahia Honda　　　　　　　　　　　1938.7　　　142　　　29.4　　　20.8　　　E　　　　　1 19 20
0

4

La Habana Tapaste　　　　　　　　　　　　　1 8 14.3　　146　　　29.3　　1 8.9　　　E　　　　　　6.6 28 4

Melena del Sur　　　　　　　　　　1691.0　　126　　　30.6　　19.3　　NNE　　　　14.3 3 /
b

Ciudad de La Casablanca　　　　　　　　　　　1513.9　　126　　　29.1　　21.7　　E　　　　　　9.0 97 4

Santiago de las Vegas　　　　　　　1993.9　　　148　　　29.8　　19.8　　　E　　　　　　5.2 c
c

5

Matanzas Co16n　　　　　　　　1790.　149　30.3　18.9　　　r　4.2
Jovellanos　　　　　　　　　　　　1 898.5　　　14 1　　30.5　　1 8.6　　NE　　　　　　5.2

4

　

t

o
o
 
o
o

4
4

Playa Girbn 1 137.8　　　1 14　　　29.8　　1 9.0 NNE　　　　　5.5 28 3

Villa Clara Sagua la Grande　　　　　　　　　1495.4　　150　　29. 1　　20.0

Caibarten　　　　　　　1870.2　159　28右　21.3　　　　14.7
28 4

38 4

Santa Clara (Yabu)　　　　　　　1784.7　　1 55　　　29.7　　1 9.2　　　　　　　　　　63 li｣.
8 4

Cienfuegos　| AguadadePasajeros　　　　　|　1919.2　　140 |　　31.3 |　17.4　　NE 47 4

Cien血egos　　　　　　　　　　　1406.6　　145　　　30.4　　1 8.4　　NE　　　　　7. 1 ′
07 3

Sancti Topes de Collantes　　　　　　　　　279 1.5　　　1 84　　　24.3　　17.3　　　E 10.4

Spiritus　　|Trinidad　　　　　　　| 1481.7|　112|　308|　21.3|　ENE　|　　4.9

88 5

48

Ciego de | CamiloCienfuegos　　　　1115.1  133　30右　19.1　　　　　9.3 一
l
一
▲

0
0

4

Avila Ciego de Avila　　　　　　　　　1 296.8　　109　　3 1.0　　20.3　　NNE 1 0.6 28 4

Camaguey Esmeralda　　　　　　　　　　　　1 530.8　　　158　　　30.3　　19.8　　ヱ;ne　　　　14.5 48 5

Nuevitas (Tarafa)　　　　　　　　1 132. 1　　142　　　30.2　　　22.6

Camaguey(Aeropuert｡)　　1324.3　144　30.3　20.5　　　7　15.0

�

"

n

w

-

7

　

8

4

4

Honda　　　　　　　　　　　　　　　1675.7　　　142　　　307　　　20.6　　NE 10.9. 00
0

5

Las Tunas Puerto Padre 1069.6　　　1 2 1　　　30.4　　　2 1.6　　　E　　　　　　143 8 4

Las Tunas 1039.3　　　140　　　31.2　　　21.0 ENE 97 4

Holguin Punta Lucrecia

Guaro

La Jiquima (Holguin)

Pinares de Mavan

1088.9　　　138　　　29.2

1064.4　　　137　　　30.7

851.0　　　133　　　31.2

1 362.6　　　　96　　　26.9
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20. 1　ENE

16.6

Granma Jucarito　　　　　　　　　　　　　　　　812.1　　1 15　　　32.3　　　19.8 -8 4

917.4　　　102　　　30.3

1228.4　　　125　　　32.3

1 629.6　　　154　　　22.6

991,0　　　124　　　31.9

1016.0　　　　96　　　29.7

1597.8　　　137　　　29.7

1457.9　　　123　　　28.8

Cabo Cruz

Santiago de | Santiago de Cuba (Univer.)

Cuba Gran Piedra

G uantanamo GuantAnamo

Punta Maisi

lsla de la LaF6

Juventud Punta del Este
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1 6.0 NNE

20.5

24. 1　　ENE

21.3

22.2

7

7

81 I

82 I

出典: ONE2000
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表4　階層別人口構成(1999)

Edades Total Varone s Hembras Mas cuhiudad

C
M
f
l
H
 
t
^
　
0
¥
　
O
 
O
 
t
^
　
d
H
h
t
 
m
 
f
S
 
O

9

　

6

　

′

O

 

V

>

　

C

O

 

C

O

I

-

i

 

O

ノ

　

o

o

 

t

-

サ

　

r

-

ォ

r

>

　

o

o

 

r

-

サ

0
ノ
　
ゥ
　
ゥ
　
o
　
ゥ
　
ゥ
　
o
 
o
ノ
　
q
/
　
q
′
　
0
ノ
　
0
ノ
　
q
′
　
0
ノ

ー
ー
ー
　
ー
ー
t
　
-
H
　
*
-
4
1
i
-
I
　
*
-
4

5,592,129

358,028

390,439

424,066

357,215

378,592

525 ,704

555,811

512,151

344,500

351,613

317,453

272,013

225,525

Total　　　　　　1 1, 1 80,099　　5,587,970

Menos de 5 a丘OS　　　739,256　　　381,228

804,621　　414,182

872, 1 15　　　448,049

728,454　　　37 1 ,239

768,450　　　389,858

1 ,056,747　　　53 1 ,043

1,110,178　　554,367

1,015,668　　　503,517

679,017　　　334,517

693,972　　　342,359

6 19,953　　　302,500

539,261　　267,248

444,196　　　218,671

5-9

10-14

15-19

20-24

25-29

30-34

35-39

40 -44

45 -49

50-54

55-59

60-64

65 a丘os m丘　　　1,108,211　　529,192　　　579,019 4ー0ノ

人口構成図

■-

5<

5-9

10-14

15-19

20-24

25-29

30-34

35-39

40-44

45 -49

50-54

55-59

60-64

65>

(単位:千人)
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表5　人口推移：県別・性別（1951～1999）
P ro v in c ia y s eio s 19 5 1 19 9 2 1 9 9 3 19 9 4 19 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 19 9 8 19 9 9

C u b a 9 7 2 3 ,6 0 5 10 ,8 6 9 2 1 8 10 ,9 3 9 ,7 1  4 1 0 ,9 6 0 ,4 8  7 10 ,9 9 8 ,5 3  2 1 10 3 8 ,60 2 1 10 9 3 ,15 2 l l ,13 9 ,87  5 1 1 ,18 0 0 9 9

V ar o n e s 4 9 14 ,87 3 5 ,4 6 5 ,3 9 5 5 ,4 99 ,3 4 4 5 ,5 0 6 ,4 3 6 5 ,5 2 2 , 1 20 5 ,5 2 9 ,2 4 6 5 ,5 5 3 ,9 3 3 5 ,5 7 2 ,7 0 4 5 ,5 8 7 ,9 7 0

H em b ra s 4 ,80 8 ,7 3 2 5 4 0 3 ,8 2 3 5 4 4 0 ,3 7 0 5 4 5 4 ,0 5 1 5 4 7 6 ,4 1 2 5 ,5 0 9 ,3 5 6 5 ,5 3 9 2 19 5 ,5 6 7 ,17 1 5 ,5 9 2 , 12 9

R . M a sc u lillid a d 1 ,0 2 2 1,0 1 1 1 ,0 1 1 1,0 10 1 ,0 0 5 1 ,0 0 4 1 ,0 0 3 1 ,00 1 9 9 9

P in a r d e l R io 6 4 0 ,7 2 6 7 0 9 ,8 6 7 7 14 ,7 1 3 7 17 ,8 6 2 7 2 0 ,15 1 7 2 1,8 7 5 7 2 6 ,9 2 9 7 3 1 ,2 8 9 7 34 ,8 6 4

V aro n es 3 3 1,8 6 0 3 6 5 ,3 0 2 3 6 8 ,3 5 2 3 6 8 ,8 2 3 3 6 9 ,9 6 3 3 6 9 ,7 3 3 3 7 1 ,5 16 3 7 3 ,5 6 3 3 7 5 ,0 3 7

H em b ras 3 0 8 ,8 6 6 3 4 4 ,5 6 5 3 4 6 ,3 6 1 34 9 ,0 3 9 3 5 0 ,18 8 3 5 2,14 2 3 5 5 ,4 13 3 5 7 ,7 2 6 3 5 9 ,8 2 7

R . M a sc u lillid a d 1 0 7 4 1 ,0 6 0 1 ,0 6 4 1,0 5 7 1 ,0 5 6 1,0 50 1 ,0 4 5 1 ,0 4 4 1 ,04 2

L a H a b a n a 5 8 5 ,9 1 2 6 6 1,3 9 5 6 6 7 ,2 6 8 6 7 0 , 19 0 6 7 6 ,5 9 3 6 80 ,6 7 9 6 8 9 ,3 6 4 6 9 6 ,19 4 7 0 1,7 6 7

V aro n e s 2 9 9 ,13 2 3 3 4 , 8 4 6 3 3 7 ,5 9 5 3 3 7 ,9 5 2 34 0 ,7 5 5 3 4 2,3 8 2 3 4 6 ,3 9 1 3 4 9 ,5 0 0 3 5 ,19 2 1

H em b ras 2 8 6 ,7 80 3 2 6 ,5 4 9 3 29 ,6 7 3 3 3 2 ,2 3 8 3 3 5 ,8 3 8 3 3 8,2 9 7 3 4 2 ,9 7 3 3 4 6 ,6 9 4 3 4 9 ,8 4 6

R . M as c u lillid a d 1 0 4 3 1 ,0 2 5 1 ,0 2 4 1,0 17 1 ,0 15 10 12 1 0 10 1 00 8 1 ,0 0 6

C iu d ad d e L a H ab an a 1 ,9 2 9 ,4 3 2 2 , 1 60 3 6 8 2 ,17 5 ,8 8 8 2 ,1 6 5 ,13 6 2 ,1 84 ,9 9 0 2 2 0 4 ,3 3 3 2 , 1 9 7 ,7 0 6 2 ,19 2 3 2 1 2 ,1 8 ,9 7 16

V aro n e s 9 2 4 ,0 14 10 3 3 ,0 8 4 1,0 4 18 5 6 1 ,0 3 0 ,8 6 2 1 ,0 4 0 , 12 2 1,0 4 7 ,8 1 6 1 ,0 4 4 ,8 2 7 1,0 4 1 5 7 3 1 ,0 3 9 ,6 6 0

H e m b ra s 10 0 5 ,4 1 8 1 , 1 2 7 ,2 8 4 1 ,13 4 0 3 2 1,1 3 7 2 7 4 1 , 14 4 ,8 6 8 1 ,15 6 ,5 17 1 , 1 5 2 ,8 7 9 1 , 15 0 74 8 1 , 15 0 ,0 5 6

R . M as c u lillid a d 9 19 9 16 9 19 9 0 6 9 0 9 9 0 6 9 0 6 9 0 5 9 0 4

M a tan z a s 5 5 9 ,2 6 0 6 2 7 ,1 14 6 3 1 13 6 6 3 2 ,8 19 6 3 8 ,2 4 4 6 4 3 ,4 2 3 6 4 9 ,9 94 6 5 4 ,5 2 0 6 5 8 ,0 7 8

V aro n e s 2 8 5 ,4 9 4 3 1 8 ,3 3 4 3 2 0 ,2 6 5 3 2 1 12 0 3 2 3 ,2 3 1 3 2 5 ,5 7 4 3 2 8 ,9 7 4 3 3 0 ,4 7 8 3 3 1,7 6 2

H e m b ras 2 7 3 ,7 6 6 3 0 8 ,7 8 0 3 10 ,8 7 1 3 11 ,6 9 9 3 1 50 13 3 17 ,8 4 9 3 2 10 20 3 2 4 ,0 4 2 3 2 6 ,3 16

R . M as c u lillid ad 1 ,0 4 3 1 ,0 3 1 1 ,0 3 0 1 ,0 3 0 1 ,0 2 6 1 ,0 24 1 ,0 2 5 1 ,0 2 0 1,0 17

V illa C la ra 7 6 5 ,8 2 3 8 20 ,8 0 1 8 2 3 ,6 8 5 8 2 3 ,2 7 2 8 2 5 ,16 0 5 2 5 ,8 16 8 3 0 ,0 8 5 8 3 3 ,4 2 4 8 34 ,8 6 1

V aro n e s 3 8 9 ,0 9 6 4 14 ,0 3 5 4 15 ,3 2 9 4 14 ,9 9 5 4 15 ,7 6 5 4 15 ,7 4 6 4 17 ,1 5 7 4 18 ,84 9 4 1 9 ,6 5 0

H e m b r as 3 7 6 ,7 2 7 4 0 6 ,7 6 6 4 0 8 ,3 5 6 4 0 8 ,2 7 7 4 0 9 ,3 9 5 4 10 ,0 7 0 4 12 ,9 2 8 4 14 ,5 7 5 4 1,5 2 1 1

R . M a sc u lillid ad 1 ,0 3 3 1 ,0 18 1 ,0 17 1,0 16 1 ,0 16 1,0 14 1 ,0 10 1,0 10 1,0 1 1

C ie n fu e g o s 3 2 6 ,3 8 3 3 7 6 ,3 3 3 3 8 0 ,0 5 2 3 8 2 ,1 16 3 84 ,16 1 3 8 6 ,0 8 8 3 8 9 ,5 4 1 3 9 2 ,3 5 2 3 9 5 , 13 5

V aro n e s 16 7 ,13 8 1 9 0 ,6 7 5 19 2 ,5 7 4 1 9 3 ,9 8 4 1 9 4 ,7 7 7 19 5 ,5 8 8 19 7 ,11 6 19 8 ,2 3 2 1 9 9 ,5 9 6

H e m b ras 1 5 9 ,2 4 5 1 8 5 ,6 5 8 1 8 7 ,4 7 8 1 8 8 ,13 2 1 89 ,3 8 4 19 0 ,5 0 0 1 9 2 ,4 2 5 19 4 ,1 2 0 1 9 5 ,5 3 9

R . M as c u iillid ad 1 ,0 5 0 1 ,0 2 7 1 ,0 2 7 1 ,0 3 1 1 ,0 2 5 1 ,0 2 7 1 ,0 24 1,0 2 1 1 ,0 2 1

S a n c ti S p iri tu s 4 0 0 ,0 2 6 4 4 1 ,0 2 5 4 4 4 ,9 14 4 4 7 ,6 6 2 4 5 1 ,2 60 4 5 3 ,3 3 8 4 5 6 ,2 9 4 4 5 8 ,7 7 6 4 6 0 ,6 3 1

V a ro n e s 2 0 5 ,8 6 7 2 2 5 ,5 7 8 2 2 7 ,3 3 2 2 2 8 ,6 7 3 2 3 0 ,0 4 4 2 3 0 ,9 2 4 2 3 2 ,3 9 1 2 3 3 ,6 0 3 2 3 4 ,3 5 8

H e m b ra s 19 4 ,1 5 9 2 15 ,4 4 7 2 17 ,5 8 2 2 1 8 ,9 8 9 2 2 1 ,2 16 2 2 2 ,4 14 2 2 3 ,9 0 3 2 2 5 ,17 3 2 2 6 ,2 7 3

R . M as c u lillid ad 1 ,0 6 0 1 ,0 4 7 1 ,0 4 5 1 ,0 4 4 1 ,0 4 0 1 ,0 3 8 1,0 3 8 1,0 3 7 1,0 3 6

C ieg o d e A v ila 3 2 1,0 15 3 8 2 ,7 6 6 3 8 8 ,0 2 6 3 9 3 ,0 8 8 3 9 3 ,9 6 6 3 9 6 ,6 4 7 4 0 0 ,7 20 4 0 3 ,5 8 3 4 0 7 ,3 9 1

V a ro n e s 16 6 ,8 7 3 1 9 6 ,8 8 4 1 9 8 ,4 3 4 2 0 0 ,7 7 5 2 0 1 ,1 2 4 2 0 2 , 2 0 5 2 0 4 , 1 69 2 0 5 ,5 1 2 2 0 7 ,0 5 8

H e m b r as 15 4 ,14 2 1 8 5 ,8 8 2 1 8 9 ,5 9 2 19 2 ,3 13 1 9 2 ,8 4 2 1 9 4 ,4 4 2 1 9 6 ,5 5 1 1 9 8 ,3 7 1 2 0 0 ,3 3 3

R . M as c u lillid ad 1 ,0 8 3 1 ,0 5 9 1 ,0 4 7 1 ,0 4 4 1 ,0 4 3 1 ,0 4 0 1 ,0 39 1 ,0 3 6 1 ,0 3 4

C a m a g u c y 6 6 7 ,5 3 9 7 6 1 ,8 5 5 7 6 8 ,6 6 0 7 7 0 ,7 3 3 7 7 2 ,0 66 7 7 4 ,0 5 1 7 7 8 ,7 7 2 7 8 2 ,2 3 3 7 85 ,8 3 8

V a ro n e s 3 4 2 ,8 8 2 3 8 7 ,0 4 7 3 8 9 ,5 19 3 9 6 ,7 7 2 3 9 7 ,0 4 3 3 9 0 ,8 2 2 3 9 3 ,1 33 3 9 4 ,10 1 3 9 5 ,2 2 0

H e m b ra s 3 2 4 ,6 5 7 3 7 4 ,80 5 3 7 9 ,H l 3 7 3 ,9 6 1 3 7 5 ,0 2 3 3 8 3 ,2 2 9 3 8 5 ,6 39 3 8 8 ,1 3 2 3 9 0 ,6 18

R . M as cu lillid ad 1 ,0 5 6 1 ,0 3 3 1 ,0 2 7 1 ,0 6 1 1 ,0 5 9 1 ,0 2 0 1,0 1 9 1,0 1 5 1 ,0 12

L a s T in a s 4 3 7 ,19 8 5 0 7 ,5 9 5 5 12 ,3 2 7 5 15 ,3 7 7 5 16 ,7 0 9 5 18 0 5 0 5 2 1,7 9 3 5 2 5 ,0 2 1 5 2 7 ,8 9 1

V a ro n e s 2 2 6 ,2 3 2 2 6 1 ,5 0 4 2 6 3 ,2 4 8 2 6 4 ,5 7 1 2 6 4 ,7 80 2 6 5 , 1 2 2 2 6 7 ,0 2 5 2 6 8 ,5 8 5 2 6 9 ,5 9 9

H e m b ra s 2 10 ,9 6 6 2 4 6 ,0 9 1 2 4 9 ,0 7 9 2 5 0 ,5 0 6 2 5 1 ,9 29 2 5 2 ,9 2 8 2 5 4 ,7 6 8 2 5 6 ,4 3 6 2 5 8 ,2 9 2

R . M a sc u lillid a d 1 ,0 7 2 1 ,0 6 3 1,0 5 7 1 ,0 5 5 1,0 5 1 1 ,0 4 8 1,0 4 8 1 ,0 4 7 1 ,0 4 4

H o lg u in 9 12 ,8 5 3 1 ,0 10 ,6 5 8 1,0 12 ,6 7 4 1 ,0 13 ,5 7 6 1 ,0 1 1,,9 77 1,0 1 3 ,5 9 4 1,0 1 8 ,8 9 9 1 ,0 24 ,9 0 7 1 ,0 2 9 ,6 2 7

V a ro n e s 4 6 8 ,4 6 7 5 18 ,5 0 4 5 19 ,3 8 0 5 1 9 8 1 1 5 18 ,9 3 3 5 1 9 ,4 9 2 5 2 1,3 7 0 5 2 4 ,12 5 5 2 5 ,7 9 6

H e m b ra s 4 4 4 ,3 8 6 4 9 2 ,1 5 4 4 9 3 ,2 9 4 4 9 3 ,7 6 5 4 9 3 ,0 44 49 4 , 10 2 4 9 7 ,5 2 9 5 0 0 ,7 7 9 5 0 3 ,83 1

R . M a sc u lillid a d 1 ,0 5 4 1 ,0 5 4 1 ,0 5 3 1 ,0 5 3 1 ,0 5 3 1,0 5 1 1 ,0 4 8 1 ,0 4 7 1 ,0 4 4

G ra n m a 7 3 9 ,2 3 4 8 10 ,9 3 9 8 15 ,5 8 9 8 2 0 ,5 4 8 8 19 ,9 6 5 8 19 ,5 0 5 8 2 3 ,4 8 1 8 2 7 ,5 9 0 8 3 0 ,0 6 4

V a ro n e s 3 7 8 ,64 2 4 13 ,84 0 4 17 ,0 5 0 4 19 ,5 9 5 4 19 ,4 0 3 4 15 ,8 3 5 4 2 0 ,7 5 8 4 2 2 ,6 3 9 4 2 3 ,2 8 4

H e m b ra s 3 6 0 ,5 9 2 3 9 7 ,0 9 9 3 9 8 ,5 3 9 4 0 0 ,9 5 3 4 0 0 ,5 6 2 4 0 0 ,6 7 0 4 0 2 ,7 2 3 4 04 ,9 5 1 4 0 6 ,7 8 0

R . M a sc u lillid a d 1 ,0 50 1,0 4 2 1 ,0 4 6 1 ,0 4 6 1 ,0 4 7 1 ,0 4 5 1 ,0 4 5 1 ,0 4 4 1,0 4 1

S a n tia g o d e C u b a 9 14 ,1 0 7 1 ,0 15 ,10 6 1,0 19 ,0 5 6 1,0 17 ,7 8 3 1 ,0 17 ,0 4 0 1,0 16 ,6 4 5 1,0 2 2 ,10 5 1,0 2 7 ,9 1 2 1 ,0 3 2 ,5 0 8

V aro n e s 4 6 0 ,8 89 5 10 ,16 4 5 11 ,3 5 9 5 10 ,6 8 0 5 0 9 ,4 7 2 5 0 9 ,2 4 5 5 1 1 ,8 7 9 5 14 ,4 7 4 5 16 ,5 6 3

H em b ras 4 5 3 ,2 18 5 0 4 ,9 4 2 5 0 7 ,6 9 7 5 0 7 ,1 0 3 5 0 7 ,5 6 8 5 0 7 ,4 0 0 5 1 0 ,2 2 6 5 13 ,4 3 8 5 15 ,9 4 5

R . M a sc u lillid a d 1,0 17 1,0 1 0 1 ,0 0 7 1 ,0 0 7 1 ,0 0 4 1 ,0 0 4 1 ,0 0 3 1 ,0 0 2 1,0 0 1

G u a n ta n a m o 4 6 6 ,0 3 9 5 0 7 ,4 14 5 0 9 ,0 6 5 5 10 ,8 6 8 5 0 9 ,2 8 2 50 7 ,2 8 7 5 0 9 ,2 10 5 1 0 ,7 5 9 5 12 ,2 6 6

V ar o n e s 2 3 8 ,2 2 2 2 5 7 ,1 1 7 2 5 8 ,1 1 3 2 5 9 ,0 2 0 2 5 7 ,6 2 1 2 5 6 ,5 9 0 2 5 7 ,5 5 5 2 5 7 ,6 7 5 2 5 8 ,4 2 2

H em b ra s 2 2 7 ,8 1 7 2 5 0 ,2 9 7 2 50 ,9 5 2 2 5 1 ,8 4 8 2 5 1,6 6 1 2 5 0 ,6 9 7 2 5 1,6 5 5 2 5 3 ,0 8 4 2 5 3 ,8 4 4

R . M a sc u lillid a d 1 ,0 4 6 1 ,0 2 7 1 ,0 2 8 1 ,0 2 8 1 ,0 24 1 ,0 2 4 1 ,0 2 3 1 ,0 15 1,0 1 8

Isla d e la J u v e ntu d 5 8 ,0 5 8 7 5 ,9 8 2 7 6 ,6 6 1 7 6 ,4 5 7 7 6 ,9 6 8 7 7 ,2 7 1 7 8 ,2 5 9 7 8 ,6 9 4 7 9 ,4 6 2

V aro n e s 3 0 ,0 6 5 3 8 ,4 8 1 3 8 ,9 3 8 3 8 ,80 3 3 9 ,0 87 3 9, 17 2 39 ,6 7 2 3 9 ,7 9 2 4 0 ,0 4 4

H e m b ra s 2 7 ,9 9 3 3 7 ,5 0 1 3 7 ,7 2 3 3 7 ,6 5 4 3 7 ,5 8 1 3 8 ,0 9 9 3 8 ,5 8 7 3 8 ,9 0 2 3 9 ,4 1 8

R . M a sc u lillid a d 1 ,0 74 1 ,0 2 6 1 ,0 3 2 1 ,0 3 1 1,0 3 2 1,0 2 8 1 ,0 2 8 1 ,0 2 3 1,0 1 6

出典: ONE 2000

-18-



表6　土地利用の推移（1990～1997）

単位l,OOOha
C o ncep to 19 90 19 9 4 1995 199 6 199 7

S up erfcie T otal 9 ,129 .5 6 ,0 14 .6 5 ,9 8 3 .1 5 ,9 35 .0 5 ,8 90 .1

A g ri co la T o tal 5 ,0 30 .3 2 ,186 .1 2 ,17 8 .7 2 ,16 6 .8 2 ,2 34 .5

C u ltiv ad a 3 ,4 76 .2 1 ,0 5 0 .2 9 77 .8 95 8 .9 90 2 .6

C u ltivo s

p erm an ente s

3 ,0 64 .5 74 9 .0 64 6 .0 6 36 .9 5 62 .8

C u ltivo s tem p o rales 4 07 .2 29 9 .4 32 9 .8 3 18.6 3 35 .3

V iv ero s y sem illeros 4 .5 1.8 2 .0 3 .4 4 .5

N o cu ltiv ad a T o tal 1,5 54 .1 1,13 5 .9 1,2 00 .9 1 ,20 7 .9 1,3 3 1.9

P asto s n aturales 1,2 2 8 .3 85 3 .7 89 8 .8 90 9 .2 9 14 .7

O cio sa 3 25 .8 2 82 .2 30 2 .1 29 8.7 4 17 .2

N o agrico la T o tal 4 ,0 99 .2 3 ,82 8 .5 3,804 .4 3 ,76 8 .2 3 ,65 5 .6

F o resta l 2 ,5 29 .2 2 ,4 0 5 .3 2 ,4 19 .3 2 ,44 8 .4 2 ,4 9 .7

O tras tierras (a) 1 ,5 70 .0 1,4 2 3 .2 1,385 .1 1,3 19 .8 1,16 2 .9

表7　営農形態別耕作状況（1997）

単位: l,OOOha

C o n ce p to T o tal E sla tal

N o E sta tal

T o tal U B P C C P A c c s
C am p e sin o

D isp erso
O tro s

S u p erfic ie C u ltiv ad a 3 7 0 1.4 9 0 2 .6 2 7 9 8 .8 17 3 9 .4 3 7 1 .8 4 7 4 .7 16 3 .9 4 9 .0

C u ltiv o s

P e rm an e n te s

I H I M H H I I 2 6 0 6 . 1 5 6 2 .8 20 4 3 .3 15 5 1 .2 2 7 9 .4 16 4 .6 3 5 .8 12 .3

C an a d e A z uc ar 17 6 9 .7 19 7 .8 1 5 7 1 .9 12 8 7 .0 2 18 .1 5 7 .9 8 .8 0 .1

C af6 14 1 .2 3 4 3 10 6 .9 3 0 .8 2 0 .1 3 9 .6 6 .8 9 .6

C ac ao 9 .2 1 .1 8 .1 2 .4 1 .2 5 .9 0 .2 0 .4

P ll tan o 1 2 3 .0 5 6 .6 6 6 .4 2 9 .2 13 .0 16 .4 7 .0 0 .8

C itrico s 9 2 .9 4 1 .1 5 1 .8 3 8 .5 3 .8 7 .8 1 .4 0 .3

F ru tale s 84 3 2 9 .4 5 4 .9 1 6 .8 9 .1 2 2 .7 5 .8 0 .5

P asto s y F o rraje s 3 6 6 .2 18 9 .0 17 7 .2 14 4 .9 13 .5 13 .8 4 .7 0 .3

O tro s

P e rm a n e n te s
19 .6 1 3 .5 6 .1 1.6 0 .6 2 .5 1 .1 0 .3

C u ltiv o s

T e m p o rale s

!蝣 蝣 蝣 蝣 ! 10 8 9 .4 3 3 5 .3 7 5 4 .1 1 8 7 .4 9 2 .1 3 0 9 .8 12 8 .1 3 6 .7

A rro z 2 2 4 .5 1 17 .9 10 6 .6 6 5 .1 14 .8 17 .8 6 .5 2 .4

C u ltiv o s V ari o s 6 8 8 .1 18 8 .7 4 9 9 .4 10 3 .6 6 3 .6 2 2 6 .2 8 3 .9 2 2 .1

T ab a c o 6 6 .8 8 .0 5 8 .8 5 .1 10 .1 3 1 .5 1 .9 10 .2

F o rr aj e s 10 .3 4 .4 5 .9 4 .5 0 .3 0 .9 0 .2 0 .0

O tro s T e m p o rales 9 9 .7 1 6 .3 8 3 .4 9 .1 3 .3 3 3 .4 3 5 .6 2 .0

V iv ero s y S e m illero s 5 .9 4 .5 1 .4 0 .8 0 .3 0 .3 0 .0 0 .0

出典: ONE 2000
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表8　農業生産の推移（1995～1999）

単位: 1,㈱ton

P ro d ucto s M ^ M I 19 9 5 199 6 19 9 7 19 9 8 19 9 9

V ian da s I ̂ ^ ^ B I 124 6 .4 15 60 .5 135 6 .5 13 83 .7 16 62 .4

H o rtalizas 5 18.4 6 3 1.7 60 1.0 84 6 .5 1 44 2 .5

A rroz 3 96 . 1 5 7 2 .9 6 14 .2 4 4 1.6 56 7 .3

M aiz l ̂ ^ ^ B V 10 3 .8 14 3 .9 20 2 .5 17 6 .6 2 37 .7

F rij oles Î ^ ^ H I 24 .5 2 9 .1 33 .4 4 2 .2 76 .8

C itric o s 蝣̂^ ^ ^ ^ ^ ^ 蝣蝣蝣 1 5 85 .4 6 90 .4 8 34 .6 74 4 .5 79 4 6

O tras fr u tas Î ^ ^ ^ ^ ^ ^ H 16 5 .9 16 1.4 16 2 .8 25 3 .5 4 64 .6

E n tregas a sacrifi cio V a cun o 134 .6 14 3 .8 14 1.1 14 8 . 1 15 2 .4

A ve s 7 2 .7 74 .8 7 9 .2 7 2 .6 7 4 .2

O v in o -capri n o 7 .3 6 .5 8 .4 8 .3 ll.4

L ech e de v aca l̂ ^ ^ ^ ^ H P 6 38 .5 6 40 .0 65 0 .8 6 5 5 .3 6 17 .8

H u ev os (M M U ) 154 .5 14 12 .5 163 1.6 14 15 .7 17 53 .0

表9　生産形態別農業生産（1999）
単位: l,OOOton

C o n c e p to T o ta l (a ) E s ta ta l N o E sta ta l O tro s

V i a n d a s 16 6 2 .4 4 5 7 . 1 9 1 5 .0 2 9 0 .3

H o rta liz a s 14 4 2 .5 3 7 7 .8 6 3 6 .8 4 2 7 .9

A rro z 5 6 7 .3 1 5 5 .9 2 1 2 .8 19 8 .6

M a iz 2 3 7 .7 3 5 .5 1 4 9 .7 5 2 .5

F rij o le s 7 6 .8 6 .1 3 2 .1 3 8 .6

C itric o s 7 9 4 .6 3 5 8 .8 3 5 1 .0 8 4 .8

O tra s fru ta s 4 6 4 .6 7 1 .1 2 0 5 .8 1 8 7 .7

C am e v a c u n a e n p ie 1 5 2 .4 14 5 3 0 .0 7 .1

C am e d e av e e n p ie 7 4 .2 2 6 .9 3 3 .2 1 4 .1

C am e d e o v in o -c a p rin o e n p ie l l .4 1 .4 3 .4 6 .6

L e c h e d e v a c a 6 1 7 .8 1 0 6 .9 5 1 0 .9

H u e v o s (M M U ) 17 5 3 .0 14 6 0 .7 19 2 .1 10 0 .2

E stru c tu ra (% ) Î ^ H ¥ ̂ ^ m ¥Î ^ M U

V i a n d a s 1 0 0 .0 2 7 .5 5 5 .0 1 7 .5

H o rta liz a s 10 0 .0 2 6 .2 4 4 .1 2 9 .7

A rro z 10 0 .0 2 7 .5 3 7 .5 3 5 .0

M a fz 10 0 .0 14 .9 6 3 .0 2 2 .1

F rij o le s 10 0 .0 7 .9 4 1 .8 5 0 .3

C itri c o s 10 0 .0 4 5 .2 4 4 .2 1 0 .7

O tr as firu ta s 10 0 .0 1 5 .3 4 4 .3 4 0 .4

C am e v a c u n a e n p ie 10 0 .0 9 5 .3 0 .0 4 .7

C am e d e a v e e n p ie 10 0 .0 3 6 .3 4 4 .7 1 9 .0

C am e d e o v in o -c a p rin o e n p ie 10 0 .0 1 2 .3 2 9 .8 5 7 .9

L e c h e d e v a c a 10 0 .0 17 .3 8 2 .7

H u e v o s 10 0 .0 8 3 .3 l l .0 5 .7
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表10営農形態別作付け面積の推移（1993～1999）

単位：1000ha
C u ltiv o 1 9 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9

T o t a l P la ta n o 12 3 .8 1 3 2 .0 1 2 2 .2 1 16 .4 12 1 .8 1 2 0 .0 1 1 8 .4

F ru ta 2 6 .3 3 1 .4 3 1 .6 3 1 .1 3 4 .1 3 1 .9 3 2 .0

V i a n d a 9 7 .5 10 0 .6 9 0 6 8 5 .3 8 7 .7 8 8 .1 8 6 .4

C itric o s 12 7 .3 1 1 5 .7 1 15 .9 8 6 .0 8 0 .7 7 6 .2 6 9 .1

N a r an j a d u lc e 7 3 .8 6 8 .8 7 0 .4 5 1 .4 4 8 .8 4 6 .7 4 1 .9

T o ro nj a 3 9 .2 3 6 .5 3 1 .8 2 6 .5 2 4 .1 2 2 .7 1 4 .3

L im d n l l .6 1 0 .7 l l .2 5 .9 5 .5 4 .2 4 .1

O tr a s fru ta s IH ^ H I 5 7 .7 6 0 .0 5 1 .9 5 4 .6 5 6 .1 5 6 .9 5 4 .6

M a n g o 2 5 .3 2 4 .8 2 4 .7 2 3 .4 2 4 .0 2 3 .5 2 2 .2

G u a y a b a 7 .9 7 .1 5 .9 4 .6 3 .6 3 .7 3 .4

F ru ta b o m b a 2 .1 1 .6 1 .6 1 .8 3 .0 3 .1 2 .5

C a c a o 1 2 .8 l l .3 1 0 .6 10 .6 9 .4 9 .2 8 .3

H e n e q u e n 6 .8 6 .2 5 .6 4 .9 5 .0 4 . 1 4 .0

S e c to r

E s ta ta l

P l& ta n o 蝣 ^ 蝣 i ! 8 3 .1 5 1 .3 4 3 .5 4 1 .9 4 5 .5 4 4 .2 3 6 .8

F ru ta 17 .6 1 2 .8 8 .7 8 .9 1 0 .2 9 .4 8 .5

V i a n d a 6 5 .5 3 8 .5 3 4 .8 3 3 .0 3 5 3 3 4 .8 2 8 .3

C itric o s B ^ ^ l 1 1 3 .8 6 1 .9 6 0 .5 3 4 .9 3 1 .4 3 1 .6 2 7 .9

N a ra nj a d u lc e 6 3 .7 3 0 .4 3 3 .0 1 7 .2 1 5 .6 16 .5 14 .2

T o ro n j a 3 6 .9 2 5 .6 2 0 .9 1 6 .4 1 4 .5 14 .0 5 .6

L i m 6 n 10 .9 5 .4 6 .0 1 .0 1 .0 0 .5 1 .1

O tra s fru ta s IB ^ ^ B I 3 8 .8 2 1 .0 1 9 .1 1 7 .1 1 9 .1 19 .2 1 8 .4

M a n g o 1 9 .7 10 .7 l l .1 1 0 .1 l l .7 l l .1 1 0 .9

G u a y a b a 5 .0 2 .3 2 .0 1 .7 1 .0 1 .2 1 .4

F ru ta b o m b a 1 .3 0 .6 0 .6 0 6 1 .1 1 .1 0 .8

C a c a o 4 .8 3 .2 1 3 1 .6 1.5 1 .2 1 .2

H e n e q u e n 6 .8 6 .2 5 .6 4 .9 5 .0 4 .1 4 .0

S e c to r

N o E s ta ta l

P la ta n o ! 蝣 蝣 蝣 蝣 ! 4 0 .7 8 0 .7 7 8 .7 7 4 .5 7 6 .3 7 5 .8 8 1 .6

F ru ta 8 .7 1 8 .6 2 2 .9 2 2 .2 2 3 .9 2 2 .5 2 3 .5

V ia n d a 3 2 .0 6 2 .1 5 5 .8 5 2 .3 5 2 .4 5 3 .3 5 8 .1

C itri c o s 1 3 .5 5 6 .8 5 5 .4 5 1 .1 4 9 .3 4 4 .6 4 1 .2

N a ra n ja d u lc e 1 0 .1 3 8 .4 3 7 .4 3 4 .2 3 3 .2 3 0 .2 2 7 .7

T o ro nj a 2 .3 1 0 .9 1 0 .9 1 0 .1 9 .6 8 .7 8 .7

L i m o n 0 .7 5 .3 5 .2 4 .9 4 .5 3 .7 3 .0

O tra s f ru ta s 1 8 .9 3 9 .0 3 2 .8 3 7 .5 3 7 .0 3 7 .7 3 6 .2

M a n g o 5 .6 1 4 .1 1 3 .6 1 3 .3 12 .3 1 2 .4 l l .3

G u a y ab a 2 .9 4 .8 3 .9 2 .9 2 .6 2 .5 2 .0

F ru ta b o m b a 0 .8 1 .0 1 .0 1 .2 1 .9 2 .0 1 .7

C a c a o 8 .0 8 .1 9 3 9 .0 7 .9 8 .0 7 .1



2．潅漑排水研究所強化復旧計画

（ラ・ハバナ県水資源保全型持続的農業開発計画）

2．1計画の背景

キューバ国濯概排水研究所(IIRDrlnstituto de Investigaciones de Riego y Drenaje)は､
農業生産の近代化のために濯概排水技術の整備･確立と農民へのその技術移転を目

的として､ 1977年に農牧省の下に設立された｡

上記の目的の合理的な推進のために、IRDでは開発プログラム（1997－2002）を作
成し、次ぎのような目標を達成しようとしている。

①　港概排水活動の組織化及び関係者の訓練

（∋　機械及び散水潅漑技術の完成

③　マイクロ潅漑及びミニ散水潅漑技術の完成

④　マイクロ潅漑の自動化における自国技術の向上

⑤　農地のレベリング・潅漑排水システム建設のための適性技術の確立

⑥　地表潅漑、農地排水、塩類土壌の改良技術の完成

⑦　高エネルギー消費及び低効率モーター・ポンプからの転換

しかし、2001年3月の時点において、達成された項目は①、②及び③の極一部

に過ぎない。その大きな要因としてはキューバ国自体の財政的危機からの脱却が遅

れていることによるⅡRD予算の不足と財政危機からくる技術要員の削減にあると

されている。

キューバ国は、1992年のソ連邦の崩壊にともない経済的・技術的打撃を受け、
国家経済や社会開発の低迷状況を脱しけれずにいるが、ⅡRDにおいてもこの影響は

大きく、濯概システムの自力更正を推進しているものの、資機材の老朽化に対応す

る有効な方策を見出せない状況にある。

さらに、センターピボットに代表される高エネルギー消費と地下水依存による
農業形態が、石油を主体としたエネルギー源の輸入増、地下水の枯渇と塩類集積の

進行等を主因とする経済環境と自然環境の悪化をもたらしてきている。

このようにⅠIRDを取り巻く環境は極めて悪く、ⅡRDの機能改善や近代化を図

ることによって単純に解決される問題ではなく、それ以前に、農業生産環境や農村

生活環境がどのような状況に置かれており、どのような課題を内包しているかを明

確にすることによって、課題解決の方策を検討することが先決である。

このような調査を実施して行くなかで、ⅠIRDの位置付けを再検討し、機能強化

-22-



の方向を明確に定義することが重要である。そのためには、マスタープランを含む

開発調査の実施が最も重要な案件として位置付けられなければならない。

2．2地区の概要

キューバ国の地帯区分は大きく次ぎのような三つの地域に区分される。

各地域はその立地条件や気象条件により特色ある農業生産を展開している。特
に西部地域は人口が集中する大消費地のハバナ市を含む首都圏域を抱え、野菜を中

心とした多様な農業生産を展開している。西部地区に含まれるハバナ県流域は、首
都近郊農業地帯であり、ハバナ市への生鮮食糧基地として重要な位置を占めている。

ハバナ市を抱えるラ・ハバナ県は、総農地面積56．3万haであり、その内21．9

万haが恒常的に耕作地として利用されている。港概農地は10．0万ha、排水組織を

有する農地は4．6万haとなっており、恒常的農地の50％以上が港概システムを有

していない状況にある。

ハバナ市を除く本地区の人口は、1999年統計によると、701．8千人であり、農
村部には151．7千人が、都市部には550．1千人が居住している。

県･市　　　　　　　総人口　　　　都市部　　　　農村部
Ciudad de La Habana　　　　　　2,189,716　　　2,189,716

701,767　　　　550,101

41,711　　　　31,367

28,848　　　　24,694

33,716　　　　23,399

42,354　　　　36,848

42,624　　　　36,3 16

23,315　　　　20,051

64,085　　　　47,487

26,633　　　　19,975

3 1 ,400　　　　20,787

30,796　　　　23 ,097

24,801　　　20,6 10

21,470　　　16,103

7 1 ,260　　　　60,856

2 1 ,009　　　　1 5,568

26,666　　　　2 1 ,973

28,05 8　　　　22,727

36,821　　　　30,193

27,367　　　18,610

78,833　　59,440
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長期的には、中央部及び東部地域への持続的農業開発への手法が確立され、全

国的な長期にわたる整備目標と地域開発方策が明確となる。

2．7総合所見

本計画は、潅漑システムの近代化と効率化を目指すⅡm機能強化の一環とし

て、農業農村地域の現状での整備水準を把握することにより、農業生産基盤と農村

の生活環境に係る整備の段階的構成を明確にすることを目的としている。

本計画の実施により、キューバ国における経済基盤の重要な部分を担う農牧部

門の活性化により、同国の財政再建を図ることは大きな意義を有するものである。

特に、水・土地・人からなる国固有の資源を適正・合理的に有効活用することは、

国土の安定的及び持続的開発の根幹を成すものであり、再優先事項として調査計画

の推進を図るべきである。

以上のように、本計画の実施は調査対象地域のみならず、キューバ国全域に計

り知れない有形無形の波及効果を形成するものであるため、開発調査を我が国の技

術協力の一環として実施することの意義は極めて高いと思量される。

3．その他の情報

本案件とは別に、MNAGとIIRDより、次ぎの2案件について技術協力及び資

金協力の要請がなされた。本調査団は、キューバ国における農業生産環境の改善と

持続的な農業生産を展開して行く上で重要な案件であると思料し、本格的な調査を

技術協力の基に実施する意義が高いため、ここにその概要を掲載することとした。

(∋　港概技術普及研修センター整備計画

(Proyect de la Finca de Transferencia de Tecnologia de Riego)

(診　キューバ国東部地域持続的農業開発計画

(Desmolio Agropecuario Sustentable y Manejo de Agua y Suelos de la Region

Oriental de Cuba)

3．1濯漑技術普及研修センター整備計画

（1）計画の背景
本センターは、1959年より急速に行われた濯漑農地開発に対応するべく、潅漑技術の

エンジニアを養成するための施設として1961年に設立された。その後5年間にわたり技術

者の養成を行い、1966年以降は潅漑資機材の試験を行う施設として運営されてきた。近年
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の経済危機の影響によりⅠImの人員削減が行われるとともに、機材の老朽化改善対策に

遅れが生じ、そのために潅漑耕地面積が減少し、農業生産そのものに打撃を与えている。

一方で、早魅や塩害による被害がここ数年になって広がりつつあり、適性な潅漑技術の普

及が急務となっている。

（2）位置および現状

潅漑技術普及センターは、首都ハバナの南約50bnに位置するAlquizar市内にあり、

53名の職員が専属で従事している。ⅠImにて製造された潅漑資機材や海外から導入され

た資機材の試験を行う実験圃場を備えている。また、気象観測ステーションがあり、気温

（Max，Min）、相対湿度（平均）、雨量、全天日射量、蒸発量、風向風速を測定している。測

定データは毎日、職員が記録して、台帳に記入して管理されている。週に3回はⅡRDの

職員が本部から巡回しており、試験の状況調査や気象データの収集、職員の技術指導を行

っている。既存の実験室棟及び教室棟があるが、実験機器や什器類は整備されていない。

1997年に技術者の養成所としての機能拡張計画が立てられているが、資金不足により施設

機材の整備が行われず、研修者の受け入れを実施できない状況にある。

(3)計画の内容
本計画の最終的な施設配置について､別図に示す｡

図中の①詰所(GALITA), ② 3階建て宿泊棟(ALBERGUE TRIPLANTA )､ ⑧研修棟

(AULAS)については､新規に建築を計画しており､その他は既存の施設である0

(a)施設の補修
現存する施設の内外装の老朽化が激しく､補修が必要となっている｡また､機材

の整備に伴って必要となるユーティリティーを整備する必要がある｡

仲)施設の増築

研修員受入れ施設の強化を行うため､新規に3階建て宿泊棟を建築する(別図②

宿泊棟)｡また､セミナーを実施したり､港概技術の普及活動を行うため､視聴覚

機器を備えた集団研修用の研修棟を建築する｡

(C)圃場機材の整備
実験圃場にて使用する機材の整備｡技術者養成に必要な圃場整備･管理用機材､

各種港概機材を整備する｡

(d)実験機材の整備
既存の実験室には､現在､乾燥機2台のみを有する｡水質と土壌の分析機器､作

物の収量や品質の評価を行うための実験機材を整備する｡
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IIRDが開発中の自動潅水システム

（ソーラパネル以外は一部地区にて試用されている）
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潅漑技術普及研修センター整備計画
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3．2キューバ国東部地域持続的農業開発計画

本調査地域はキューバ国の東端に位置し、ラス・ツナス、オルギン、グランマ、グ

アンタナモ及びサンチヤゴ・デ・クーバの5県より構成され、54の市町村から成る。全地

域面積は36，617km2で、耕作可能面積は2，212千ha、既耕地は1，224千haであるものの潅

漑されている面積は89千haと既耕地の8射こ過ぎない。人口は約4百万人であり、農村

部には1．5百万人が居住している。

関連県
項目

；‡；オルギン　グランマ㌢崇ご　グアンタナモ　計
市町村数　　　　　　　　　　8　　　　14　　　　13　　　　　9　　　　　10　　　　　　54

面積（Km2）　　　　　　6588．9　　9300．5　　8371．8　　6170．1　　6186．2　　　36617・5

キューバでの面積比（％）　5．9　　　8．4　　　7．6　　　　5．6　　　　5．6　　　　33．1

市街地面積（Km2）　　　　87．0　　143．3　　　92．6　　137．9　　　　46．5　　　　507．3

農村部面積（Km2）　　　6501．9　　9157．2　　8279．2　　6032．2　　　6139，7　　　36110・2
耕作可能地1000ha　　　　516．2　　　514．2　　　543．9　　　367．6　　　　270．3　　　　2212．2

既存耕地1000ha　　　　　260．2　　　324．1　　304．0　　　201．1　　　134．7　　　1224．1
潅漑地1000ba ll．08　　15．81　　47．19　　　　8．54　　　　　5．95　　　　88．57
人口密度　人／Km2　　　　　80．1　　110．0　　　99．1　　　167．3　　　　　82．8　　　　107．86

都市部　　　　　310400　606450　478117　　718626　　　305823　　2419416

人口　農村部　　　217491423177l35194打l⑭ll⑭l1512940
計　　　　　527891llO2962十l83006項1032508　512266　3932356

本地域はコーヒーの主産地を形成し、砂糖に代わる農業部門の牽引作物として重要

な位置を占めている。その他の主要な耕作物はコメ、果樹及び野菜等であるが、潅漑施設

の整備水準が低いこともあり生産性は高くなく、地域経済を支えるまでには至っていない

のが現状である。

本地域の抱える課題は、ハリケーンの常襲地帯であり毎年のように大きな自然災害

を被っていること、そのために充分な潅漑施設の整備が大幅に後れ、また排水施設の不備

に起因する塩類集積が顕在化してきており、地域農業の発展を阻害している要因となって

いることである。

このような状況を改善し、持続可能な農業体系を確立し、地域住民の定住を推進す

ることを目的に、本調査が提案されているものであり、キューバ国の国土保全と地域住民

の生産及び生活環境の安定化を図るためにも大きな意義を有するものであると思料される。

調査地域の位置を次図に示す。
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東部地域持続的農業開発計画　調査位置図

調査対象地域
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添付資料

1．現地写真

2．調査団の構成

3．調査日程

4．面会者リスト

5．収集資料

6．開発調査要請書（案）
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いる潅漑用パーツ類
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アルキサール地区農業生産組合の
農業機器類

アルキサール地区周辺の農場風景
と幹線道路

アルキサール地区農業組合のセン
ターピボットによる潅漑状況
（作物はジャガイモ）

アルキサール地区センターピボッ
トのポンプ室

2



農業生産組合FINCA93のバナナ園
（マイクロスプリンクラーによる

灌漑）

独立系農家によるポンプ揚水
（畝間潅漑地区）

バタバノ地区にあるIIRDの潅漑実
習農場
（工事中の実習棟）

バタバノ地区共同農場でのトマト
の収穫
（センターピボットによる灌漑）
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ハバナ市近郊の野菜生産組織
マイクロ潅漑の自動制御装置（llR
D製作）

ハバナ市近郊のマイクロ潅漑によ
る野菜生産団地
（水源は地下水）

同上生産団地
（小規模多品種の生鮮野菜生産を
行っている）

同上野菜生産団地の地下水揚水地
点

4



ハバナ市近郊の育苗生産団地。
（イスラエル製の遮光ネット使用

）

農業者支援組織による農業資材
営農技術センター

ハバナ市近郊の独立系生産団地
（個人の土地所有者による自立的
経営圃場）

同上圃場
（除礫せずに透水性を高めている

）
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ハバナ近郊農村風景

同上の幹線道路圃場の風景

大規模共同農場

水稲地帯のダム群
（西部稲作地帯、全体的に標高が
低いため、皿油状のダムが多い）

6



2．調査団の構成

日
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最
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3

4
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7）主要業務経歴：

西川　　彦（NISHIKAWA Yoshihiko）
昭和17年11月3日（58歳）
滋賀県大津市大平1－20－9
農村整備
昭和45年3月　京都大学農学部農業工学科卒業
昭和45～平成元年：内外エンジニアリング（株）　本社技術部
平成2～平成6年
平成6～平成12年
平成12年2月～
昭和58年～59年
昭和60年～61年
昭和61年～62年
昭和63年～Hl年
平成01年～02年
平成03年～04年
平成04年～05年
平成06年～06年
平成07年～07年
平成08年～09年
平成09年～11年
平成11年～12年
平成12年

〝　　　　　海外事業本部　技術次長
〝　　　　　海外事業本部　技術部長
〝　　　　　CM部　　　　　技術部長

エジプト国南ホサイニア農業開発計画
チリ国マポチョ川流域農業開発計画
コロンビア国キンデイオ盆地農業総合開発計画
パラグアイ国ラコルメナ地区農村総合開発計画
ポリヴイア国サンターナ農業農村開発計画
スリランカ国ワラウェ農業開発計画
ホンデュラス国へススデオトロ盆地農業開発計画
エルサルヴァドル国環境整備部門基礎調査
スリランカ国地域総合開発基礎調査
ポリヴイア国アチャカチ地区農村農業開発計画
チリ国環境配慮型首都近郊農業開発計画
ポリヴイア国アチヤカチ地区基本設計調査
〝　　　　　〝　　　　　実施設計調査

日
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術
歴
歴

月
　
技
学

年
住
門
終

生
現
専
最
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1

2

3

4

5

6

7）主要業務経歴：

安西　孝雄（ANZAI T膿AO）
昭和43年10月19日（32歳）
東京都練馬区大泉学園町1－14－2－205
畑地鹿漑技士、林産工学
平成6年3月　京都大学大学院　農学修士過程修了
平成6年～平成8年：（株）クボタ技術開発研究所
平成9年～平成11年：　　〝　　海外事業推進部　潅漑緑化PT
平成12年～　　　　　　　〝　　流体システム部　係長
平成9年　UAE塩水潅漑システム実証試験調査
平成10年　スリランカ国　大学向け潅漑システム据付・運転指導
平成11年　中国　読菜研究センター向け農機、潅漑システム据付・運転指導
平成11年　マラウイ国　移動式スプリンクラー潅漑システム運転指導
平成11年　スリランカ国　大学向け潅漑システム運転指導
平成12年　中国　読菜研究センター向け農機、藩漑システム運転指導
平成12年　プ購ナ77ソ国　苗畑向け給水システム現地調査

日
所
術
歴
歴

月
　
技
学

年
住
門
終

民
生
現
専
最
職

1

2

3

4

5

6

7）主要業務経歴：

内田　　弘（UCHIDA YOSHIHIRO）
昭和09年03月22日（66歳）
福岡県福岡市西区堤団地18－502
農業経済／農村社会
昭和32年3月　慶応義塾大学　卒業
昭和32年～昭和46年　鹿島建設（株）
昭和46年～昭和47年　印度ガンジー財団協会
昭和47年～
昭和55年
昭和59年
昭和61年
昭和62年
平成01年
平成04年
平成06年
平成08年
平成10年
平成12年

内外エンジニアリング株式会社
げラグアイ国イポア湖北西部農業開発調査
ペルー国チャンカイワラル谷潅漑計画調査
コロンビア国傾斜地小規模潅漑計画
コス列カ国リモン地区農業総合開発計画
トルコ国アダテペ潅漑開発計画
エクアドル国ツムバピロ潅漑開発計画
ゲェけム国南バックドゥン地区農村地域排水計画
デルがリア国農業改善計画
梢シコ国ソコノスコ地域農牧業総合開発計画
イラン国農牧業総合開発計画



3．調査日程

日　　 程　　 表
出 発 地 到 着 地 宿 泊 地 備　　　 考

日数 年　 月　 日

1 H ．1 3．0 3．10 土 成　 田 ロスアンジェルス 出 発

■ － ロスアンジェルス メキシコシティ メキシコシティ 移 動

2 H ．13．0 3．11 日 メキシコシティ キュー汀 八八ナナr 移 動 （メキシコシティ経 由）、ハハサ 着

3 H ．13 ．0 3 ．12 月 〝 H R D協 議 、 大 使 館 表 敬

4 H ．13．0 3 ．13 火 〝 農 牧 省 、 対 外 協 力 省 協 議

5 H ．13．0 3 ．14 水 〝 現 地 調 査

6 H ．13．0 3 ．15 木 〝 〝

7 H ．13．0 3 ．16 金 〝 〝

8 H ．13．0 3 ．17 土 〝 〝

9 H ．13．0 3 ．18 日 〝 資 料 整 理

10 H ．13．0 3 ．19 月 〝 ⅠIR D協 議 、 大 使 館 報 告

1 1 H ．13．0 3．2 0 火 キューハ● メキシコシティ 移 動 （メキシコシティ経 由 ）

メキシコシティ ロスアンジ ェルス ロスアンジェルス 移 動

12 H ．13．0 3．2 1 水 ロスアンジ ェルス 機 中 移 動

13 H ．13．0 3 ．2 2 木 憧 田 帰 国
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6．開発調査要請書（案）

ここに掲載されている要請書は､ MINAG及びⅡRDと協議して作成されたも

のである｡

要請書｢ラ･ハバナ県水資源保全型持続的農業開発計画｣ "EL DESARROLLO

AGRICOLA SUSTENTABLE Y MANEIO DEL RIEGO Y EL DRENAJE EN LA

PROVINCIA LA HABANA"は､当初ⅡRD機能改善計画としてまとめられたもの

を､農業環境の近代化と首都圏域の水資源保全により持続的な農業開発を図る

ためには､マスタープランを含む開発調査を実施することにより､問題点の所

在と解決すべき課題を明確にする必要があるとの合意に達し､改訂したもので

ある｡



TERMINOS DE REFERENCIA (TDR)
PARA SOLICITUD DE ESTUDIO DE DESARROLLO

I Aspecto Administrativo

1. Titulo del Estudio ysubtitulo si es necesario
EL DESARROLLO AGRICOLA SUSTENTABLE Y MANEJO DEL RffiGO
Y EL DRENAJE EN LA PROVINCIA LA HABANA

2. Fecha de solicitud

15 Mayo 2001

3. Organismo solicitante (el que formulaTDR)

MINISTERIO DE LA AGRICULTURA (REPUBLICA DE CUBA)

4. Organismo ejecutor del estudio (en caso de que sea diferente al solicitante)

INSTITUTO DE INVESTIGACION DE RffiGOY DRENAJE (IIRD)

5. Ministerioresponsable

MINISTERIO DE LA AGRICULTURA

6. Comienzo deseable de la cooperacion tecnica (recepcion del experto)

ESTUDIO DE DESARROLLO

7. Posible fuente financiera para los soluciones que el estudio propondra al
final

COOPERACION FINANCIERA NO REEMBOLSABLE DEL JAPON
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II. Aspecto Tecnico: Terminos de referenda de la Cooperation Tecnica

1. Situacion actual (del problema global):

1.1 Geografia

La Republica de Cuba esta formada por la Isla de Cuba, la Isla de la Juventud y unas
1,600 isletas y cayos agrupados en cuatro diferentes conjuntos. Esta situada en el Mar
Caribe a la entrada del Golfo de Mexico y constituye la portion mas occidental de las
Antillas Mayores.

El archipielago cubano esta ubicado entre los 20° 12' 36" y los 23° 17' 09" de latitud
norte y los 74° 07' 52" y 84° 57' 54' de longitud oeste. Cuenta con un area de 110,800 Km2,
siendo la Isla de Cuba de 104,945 Km2,la Isla de la Juventud de 2,200 Km2y los cayos
adyacentes de 3,715 Km2.La longitud de costas de la Isla de Cuba es 3,209 Km por el
norte y 2,537 Kmpor el sur.

La configuration alargada y estrecha de Cuba, orientada de este a oeste, no permite la
existencia de rios largos y caudalosos. Entre los mas importantes estan el Cauto, Toa,
Sagua la Grande, Zaza y Caonao.

Algunas cadenas montanosas de relativamente poca elevacion, atraviesan diversas
partes del territorio de la Isla de Cuba. Las mas importantes son: La Sierra del Rosario en
la region occidental, la Sierra de Trinidad en la region central y la Sierra Maestra en la
regibn oriental. En la Sierra Maestra se encuentra el Pico Real del Turquino, que es la
elevacion mas alta de Cuba, siendo su altura de 1,974 metros sobre el nivel del mar.

Apartir del ano 1977 se establecio en Cuba una nueva division politico administrativa,
quedando organizado el pais en 14 provincias, 168 municipios y la Isla de la Juventud
comomunicipio especial.

El clima de Cuba es predominantemente tropical, con distribution estacional de las
precipitaciones. El promedio de lluvia anual es de 1,375 mmcon una distribuci6n muy
irregular ocurriendo el 80 % de las mismas en el llamado periodo lluvioso (Mayo -
Octubre ) y el 20 % restante en el periodo de seca (Noviembre - Abril).

La insolation es de 2,900 horas de luz por ano en las zonas costeras y de 2,500 en las
montanas. La temperatura promedio diaria anual es de 24.5 °C, con valores minimos
promedios de 20 - 25°C y maximos de 25 - 35°C.

La humedad relativa promedio es de 80 % con variaciones maximas y minimas de
95 % en la manana y 60 % en la noche respectivamente.

1.2 Poblacion

Al finalizar 1997 la poblacion residente en Cuba ascendio a ll,093,152 habitantes. La
tasa de crecimiento del ano 1997 rue de 4.9 por mil habitantes y se calcula entre las mas
bajas de los ultimos 10 aflos. La densidad de poblacion es del orden de 100 habitantes/Km2.
Lapoblacionrural es el 24.8 % de lapoblacion total y laurbana el 75.2 %.
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1.3 Agricultura y Economicos

La superficie cultivable de Cuba es de 6,686,600 hectareas. La superficie cultivada es
de 3,695,200 hectareas, de esta el 70.5 % es de cultivos permanentes y el 29.5 % de
cultivos temporales. La superficie no cultivada del pais es de 2,991,400 hectareas de las
que el 74.3 % estan ocupadas por pastos naturales y 25.7 % se compone de tierras ociosas
por diversas causas.

La agricultura cubana es atendida por dos ministerios, uno es el Ministerio del Azucar
(MINAZ), el cual ademas de tener la industria azucarera tiene la agricultura canera y el
otro es el Ministerio de la Agricultura (MINAGRI) que es el organo rector del resto de los
cultivos agricolas.

El sector no estatal abarca las Unidades Basicas de Produccion Cooperativa (UBPC),
las Cooperativa de Produccion Agropecuaria (CPA), las Cooperativas de Creditos y
Servicios (CCS) y los productores (campesinos) privados dispersos que establecen
compromisoscon el Estado.

Las UBPC fueron creadas en el ano 1994 y estan constituidas con trabajadores
provenientes de las empresas estatales, las tierras les han sido traspasadas en calidad de
usufructo y los medios de production comprados al Estado. Estas UBPC se clasifican de
acuerdo a su actividad fundamental en caneras (atendidas por el Ministerio del Azucar) y
no caneras (atendidas por el Ministerio de la Agricultura), dedicadas a cultivos varios,
citricos, frutales, cafe, tabaco y ganaderia.

Durante 1997 el ritmo de la economia cubana sufrio una relativa disminucion, despues
de haberrepuntado en 1994 y de haber alcanzado tasas del 25 % en 1995 y 7.8 % en 1996.
Entre las causas principales que explican un crecimiento de 2.5 % en 1997, estan el bajo
rendimiento de la zafra azucarera de 1997, el deterioro de la relation de los terminos de
intercambio (reduction de los precios del azucar y del niquel, dos de las principales
exportaciones cubanas) y la incidencia de fen6menos climaticos que repercutieron en la
agricultura y la pesca.

De las 10 actividades que integran el Producto Interno Bruto de Cuba, la agricultura,
caiia, silvicultura y pesca representaron, en el periodo de 1990 a 1996, el 8.8 % del mismo,
a precios corrientes.

1.4 Recursos Hidricos

Los recursos hidricos potentiates de Cuba se han evaluado en 38,130 millones de
metros cubicos de agua, originados por las precipitaciones. De estos se estima que el 83 %
sea aguas superficiales y el 17 % aguas subterraneas. El potential aprovechable se ha
calculado en 23,880 millones de metros cubicos (74.9 % en aguas superficiales y 25.1 %
en aguas subterraneas).

En Cuba existen 632 cuencas hidrograficas que superan los 5 Km2el 55 % corresponde
a la region hidrologica oriental, el 32 % a la region occidental y el 13 % a la central. De
estas, 105 poseen obras hidrograficas de variable envergadura de las cuales 52 estan en la
vertiente norte, 48 en la vertiente sur y 5 en la Isla de la Juventud.. No obstante las
principales cuencas de interes nacional propuestas por el Grupo Tecnico del Consejo

HABANA- 3 -



National de Cuencas Hidrograficas son:

Region Oriental (Cauto, Toa y Guantanamo -Guaso)
Region Central (Zaza y Hanabanilla)
R egion Occidental (Cuyaguateje, Ariguanabo y Almey Almendares -Vento)

El potencial aprovechable de los recursos hidraulicos en el pals asciende en la
actualidad a 13,285 millones de m3,de ellos 8,790 en captaciones superficiales reguladas y
no reguladas y 4,495 en fuentes subterraneas. De este volumen anualmente se planifica la
utilization de cerca de 10,000 millones de m3para las diferentes actividades economicas y
sociales del pais, correspondiendo el 70 % al riego, el 20 % al abasto a la poblacion y el
10 % para otras actividades.

Desde hace 20 anos se iniciaron en el pals los trabajos de planificacion del uso del agua
a corto plazo. Cada ano a partir de los planes economicos de los usuarios y de las
disponibilidades de agua, se elabora el plan de asignaci6n, estableciendo las prioridades
correspondiente s.

Para el control de las entregas de agua y la operation de las fuentes se cuenta con una
red de puntos hidrometricos de 700 obras que miden el 85 % de las entregas a los usuarios.

El proceso de planificacion y control del uso del agua se realiza en los Complejos
Hidraulicos, estructura de base del Instituto Nacional de Recursos Hidraulicos, los cuales
dividen al pais en 31 entidades territoriales. El complejo hidraulico es el conjunto de
cuencas superficiales y obras hidraulicas de captation, conduction y protection contra
inundaciones, recarga al manto subterra\neo, asi como las redes de observation del ciclo
hidrologico, etc., que tienen una unidad territorial y guardan una relation ftmcional entre
si y con los usuarios de las aguas, incluyendo el abasto de agua a los acueductos y la
generation de energia el electrica.

Para el aprovechamiento de los recursos hidraulicos, se han invertido cerca de 2,000
millones de pesos en obras de ingenieria tales como: 223 presas, 798 micropresas, ll
grandes estaciones de bombeo, 778 Km de canales magistrates y 1,277 Km de obras de
protection contra inundaciones.

1.5 Riego yDrenaje

La superficie regable de Cuba se estima en 2.7 millones de hectareas de tierra. Los
calculos estan hechos tomando en consideration el potencial hidraulico cubano, los
requerimientos hidricos de los cultivos determinados por el Instituto de Investigations de
Riego y Drenaje del Ministerio de la Agricultura y las eficiencias de las actuales tecnicas
de riego existentes en el pais. Un aumento en la superficie regable de Cuba solo es posible
con el incremento en la eficiencia del regadio mediante la reconstruction y modernization
de los sistemas de riego existentes y los nuevos a construir.

En Cuba las precipitaciones durante el periodo seco del ano no son suficientes para
obtener altos rendimientos, por lo cual la necesidad del riego es determinante. Este
periodo concuerda con ciclos completos de muchos cultivos como son papa, tabaco y
hortalizas y con el inicio y termination de otros.

Durante el periodo lluvioso del ano, la intensidad de la lluvia supera la capacidad de
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absorcion de los suelos, presentandose en muchos de ellos, escurrimientos y problemas de
drenaje que entorpecen el normal desarrollo de los cultivos.

A pesar de las caracteristicas climaticas especificas de Cuba, antes del triunfo
revolucionario de 1959, la infraestructura hidraulica era insuficiente para soportar la
estructura economica y el crecimiento poblacional de la isla. Hasta 1958 solo se habian
construido trece obras hidraulicas (incluidas pequenas presas y micropresas ) para un total
de 48 millones de m3 de agua embalsada, destinada a abasto a la poblacion y a riego de
cana de azucar fundamentalmente.

La "Voluntad Hidraulica", proclamada en los primeros afios del proceso revolucionario
permitio que el pais dispusiera al finalizar 1991 de 216 presas y 786 micropresas y
capacidad total embalsada de 9,672.5 millones de m3 de agua (INRH, 1992). De igual
manerade 162,000 hectareas de tierra bajo riego en 1958, ascendio a 1,062,191 hectareas
en el afio 1991.

Especial esfuerzo se realizo en el periodo 1986-1991, en el cual se construyeron 106
micropresas, 277 kilometros de canales magistrales, 19,900 pozos y se beneficiaron
158,356 hectareas de tierra con drenaje ingeniero y/o parcelario, fundamentalmente en
cana de azucar. El potencial aprovechable actual de agua para diferentes fines es de
13 276,6 millones de m3, de los cuales 7,017.3 millones corresponden a presas, 506.6
millones a micropresas, 4,495.2 millones a aguas subterraneas y 1,257.7 millones a
escurrimiento no regulado. El 70 % del potencial aprovechable actual de agua se destina al
regadio agricola y el resto a otros usos (abasto a la poblaci6n, la industria y la ganaderia).

De las 842,502 hectareas que se riegan en la acrualidad el 5% pertenece a pequenos
sistemas de riego (menos de 10 ha), el 19.7% a medianos (de 10 - 50 ha) y el 70.3% a
grandes (mas de 50 ha). En los grandes sistemas se concentra el riego superficial del
cultivo del arroz, cana y pastos y forrajes y el riego por aspersion de los citricos. En los
sistemas medianos estan las tecnicas de riego superficial (70,774 ha), aspersion (80,450
ha) y localizado (14,979 ha) que benefician los cultivos de raices y tuberculos, bananos,
platanos, hortalizas y granos. En los pequenos sistemas de riego, se incluye
fundamentalmente, el tabaco con tecnicas de riego superficial y aspersion.

2. Necesidades o problemas especificos que abordara el experto y su
j ustification :

Dentro del proceso de Desarrollo y Perspectiva del sector agropecuario en Cuba, el Pais
se encuentra experimentando una serie de cambios encaminados a resolver los problemas
y obstaculos estructurales y coyunturales que le impiden alcanzar su desarrollo.

De esta forma el gobierno implemento, por medio del Ministerio de la Agricultura su
"Programa Desarrollo del Riego y el Drenaje para el periodo 1997 a 2002"; en dicho Plan
el gobierno establecio algunas prioridades en el accionar del sector publico, a fin de
mejorar el bienestar social, los servicios publicos, modernizar los equipos, aumentar la
production y productividad y dinamizar la economia.

En el analisis realizado a todos los sectores de la economia del pais se analizo el
problema del sector agropecuario siendo el mas visible la baja productividad del mismo.
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(1) Las principales manifestaciones de este problema son:

a) Las explotaciones agricolas cuyos rendimientos superan los promedios
potenciales, representan menos del 7 % en superficie y production;

b) Bajos rendimientos de productos de consumo interno, en comparacion con las
explotaciones agricolas y pecuaria de otros paises con igual desarrollo
economico;

c) Bajos rendimientos de la actividad pecuaria, de los productos de exportation y
los productos agroindustriales ;

d) Solo el 30% de la superficie potencialmente regable, dispone de este servicio; y,

e) La superficie agricola mecanizable es de 4,500,000 ha. Solo el 55% de ella esta
mecaniz ada.

(2) Segun el diagnostico realizado las causas que han generado este problema serian:

a) Insuficientes proyectos integrates para el fomento de la production.

b) Insuficiente production interna de insumos, especialmente de semillas
calificadas y falta de control de calidad;

c) Insuficiente investigation y transferencia de tecnologia para el sector agricola,
que no cubren la gama de problemas tecnicos y productivos;

d) Limitada superficie agricola bajo riego;

e) Insuficiente infraestructura para la comercializacion que eleva la participation
de los intermediaries, quienes incrementan sus margenes de utilidad en
detrimento de la rentabilidad de los productores; y,

f) Baja inversion y deficiente mantenimiento de la infraestructura de apoyo al
desarrollo del sector rural.

(3) Ante esta problematica el pals ha propuesto:

a) Revisar las leyes y reglamentos del sector agropecuario con criterios de equidad
etnica, social y genero para permitir una mayor libertad para el sector en materia
de precios, importation de insumos, bienes de capital y movilizacion de
productos; asi como disminuir la expansion de la frontera agricola,
promoviendo el uso eficiente de la tierra, para preservar especialmente los
ecosistemas fragiles.

b) Incrementar el area bajo riego mediante la autogestion de los usuarios,
garantizando la participation de las mujeres en la administration y operation de
los sistemas de riego.

c) Crear las condiciones para mejorar el sistema de comercializacion agropecuario.
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d) Desarrollar, usar y difundir un sistema de investigation estrategico para
utilization de los sectores publico y privado, que incluya: analisis, perspectivas
de mercado, ventajas comparativas del pais, desarrollos tecnologicos potentiates
yotros.

e) Apoyar al sector privado en la ejecuci6n de proyectos integrales, para mejorar la
production agropecuaria.

f) Promover la organization de pequenos y medianos productores para la
production, comercializacion y adopci6n de mejoras tecnologicas.

g) Mejorar la inversi6n e infraestructura rural para el sector agropecuario, en la
rehabilitation de areas agricolas criticas y en la conservation de la cobertura
vegetal natural de las areas masdeterioradas del territorio national.

3. Localizacion y superficie total del objeto del estudio (cobertura geografica):

ONE:1997
D e  scrip ti o n U nid ad C iu d ad  d e

L a  H a b an a
L a  H ab a n a T o tal

S  u p e rfi c i  e T o ta l l  O O O h a 4 8 1 .6 5 6 2 .9 1  ,0 4 4 .5

C u ltiv a b l  e !蝣 蝣 ! 6 4 .9 3 8 1 .2 4 4 6 .  1

C u ltiv a d a  (p e rm .  ) I^ H 1 7 .9 2 1 8 .9 2 3 6 .8
C u ltiv  a d a  (te m p .  ) I^ H 1 8 .3 7 8 .6 9 6 .9
T o ta l  d e  rie g o I^ H I 9 9 .7 9 9 .7
D re n a d a 4 5 .5 4 5 .5

4. Numeroaproximado de potenciales beneficiarios:
ONE：1997

D escription Unidad Ciudad de
La Habana

La Habana Total

Poblacion Total m ile s 2,197.7 689.4 2,887.1

R ural 蝣蝣 蝣 I 0 149.0 149.0
U rbana 2,197.7 540.4 2,738.1
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5. El objetivo inmediato de la ejecucion del Estudio de Desarrollo:

Los objetivos del Estudio son los siguientes:

(1) Elaborar un plan maestro para el desairollo sustentable agricola y manejo del
riego y el drenaje , considerando el medio ambiente, en la provincia La
Habana.

(2) Ejecutar un estudio de factibilidad para el plan de desarrollo agricola en areas
prioritarias, y

(3) llevar a cabo la transferencia de tecnologia al personal de la contraparte
cubana mediante la capacitacion en servicio durante la ejecucion del Estudio.

6. Meta a largo plazo, o impacto esperado de la ejecucion del Estudio de
Desarrollo:

(1) Objetivos de Corto Plazo

a) Optimizar el uso del agua, revistiendo los canales (algunos tramos)

b) Aumentar el area regable de 1,176 a 1,296 has. con el consiguiente beneficio
para otras familias de la Cuenca.

c) Dotar de agua para riego durante todo el afio.

d) Proporcionar servicios de apoyo a la produccion:
-centres comunales
-asistencia tecnica y capacitacion.

e) Incrementar las fuentes de trabajo para los habitantes de la region.

(2) Objetivos de Mediano y Largo Plazo:

a) Promover el aumento de la produccion y productividad en forma tecnificada.

b) Diversification de la produccion agricola, tanto para cultivos de consumo
interno comode exportation.

c) Elevar el nivel de ingresos de las familias asentadas en el area del proyecto.

d) Generation de empleo con el fin de evitar la migration campesina.

e) Aprovechamiento de la produccion para su industrialization.

f) Implementar un sistema de comercializacion eficiente.
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g) Emprender un programa de mitigation de impactos ambientales y de
conservation del medio ambiente.

h) Lograr un desarrollo sostenido de la agricultura de la Habana.

7. Organismo Ejecutordel Proyecto

El Institute) de Investigaciones de Riego y Drenaje (IER.D) es el organismo ejecutor del
presente proyecto. Este organismo se creo en 1977. Su personal asciende a 204
trabajadores. Es el organismo rector de las actividades de investigation - desarrollo y
control estatal del riego en el Ministerio de la Agricultura de Cuba.

8. Alcance del Estudio

8.1 AreadelEstudio

El Estudio cubre la Ciudad de la Habana y Provincia de La Habana, y el area total para
el plan maestro es aproximadamente 6,000 kil6metros cuadrados correspondientes a areas
actualmente bajo riego y con potencialidad de riego.

8.2 Resumendel Estudio

Con el fin de lograr los objetivos mencionados, el Estudio consistira en dos (2) fases:

Fase 1: Estudio del Plan Maestro
Comprender la realidad de la agricultura y situation de la organization de los
agricultores; condition actual de las instalaciones; danos causados; datos /
information existentes, problem&tica de las diferentes Cuencas; establecer la
polftica de reforma y de desarrollo; seleccionar las areas de prioridad.

Fase 2: Estudios de Factibilidad
Referente a las aYeas de prioridad de desarrollo seleccionadas, al mismo
tiempo que se realizan los estudios complementarios necesarios, Uevar a cabo
estudios de factibilidad tomando en cuenta las especificaciones / normas
tecnicas.
La transferencia de tecnologia a los Organismos Gubernamentales
relacionados, se ejecutara segun los items 1 y 2 anteriormente mencionados.
El estudio de las diversas obras se efectuara comosigue:

8.3 Fase 1 (PlanMaestro)

(1) Recopilar y analizar datos e informaciones existentes y llevar a cabo estudios
en terreno sobre los siguientes puntos:

a. Condiciones naturales
b. Condiciones socioeconomicas
c. Condiciones de suelo y uso de la tierra
d. Production agricola
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e. Ganaderia y pecuaria.
f. Infraestructura agricola y rural
g. Riego y drenaje
h. Operacion y mantenimiento del sistema de riego y drenaje
i. Sistema de apoyo agricola (organization de productores, investigaciones,

capacitacion y servicios de extension, etc.)
j. Sistema de comercializacion
k. Demanda de agua y sistema de manejo de los recursos hidricos para

diferentes sectores
1. Aguas servidas de las area urbanas
m.Aspectos ambientales
n. Aspectos legales
0. Otros

(2) Revisar los planes y proyectos de desarrollo existentes en el area del Estudio
(3) Identificar la potencialidad de los recursos hidricos, problemas y restricciones
(4) Ejecutar el Diagnostico de Situation Actual del Medio Ambiente
(5) Preparar el Plan Maestro del uso del agua para diferentes sectores
(6) Formular el Plan Maestro para el desarrollo agricola y manejo de agua en

consideration al medio ambiente del drea del Estudio
(7) Identificar las areas prioritarias del proyecto mediante el estudio del Plan

Maestro

8.4 Fase 2 (Estudio de Factibilidad)

(1) Recopilar los datos estadisticos e informaciones en las areas del proyecto
seleccionadas, mediante estudios adicionales.

(2) Ejecutar el estudio de factibilidad para las areas prioritarias del proyecto,
incluyendo los componentes siguientes:

a. Plan de desarrollo agricola
b. Plan de desarrollo de los recursos hidricos subterraneos
c. Plan de riego y drenaje
d. Plan de operacion y mantenimiento para las instalaciones de riego y

drenaje
e. Plan de conservation del medio ambiente
f. Diseno preliminar de infraestructuras
g. Plan de apoyo para la organization de agricultores
h. Cronogramade ejecucion
1. Estimation de costos y beneficios del proyecto

j. Evaluation del proyecto
k. Conclusiones y recomendaciones

(3) Transferencia de Tecnologia
(4) Elaboraci6n del Reporte del Estudio
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9. Cronograma tentativo de la ejecucion del estudio

Segun el plan, se estima que el periodo de estudio seria de 14 meses, de los cuales las
obras de la primera etapa abarcaria 7 meses y la segunda etapa de 6 meses; posteriormente
para la preparation del reporte final con los respectivos comentarios del Gobierno de Cuba,
se calcula que tardaria un mesmas.

Al resumir toda la informacion se obtiene el siguiente cuadro:
Ite m P ro c e d im ie n to  d e ta lla d o  p o r  m e s e s

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 l l 12 1 3 1 4

F a s e  1

C o le cc io n  d e  d a to s s
E xp lo ra ti o n  de l  lu g ar

E sta b lec im ie nto  d e  las  b ase s

d e l  p ro y ec to

S ele cti o n  d e  area s  d e  p riorid ad

d e  d e sarro llo

"  1�"蝣 ' .Ifll蝣..yVSf-:

Transferencia  de  tecnologia BSSIî H l̂ H
I 蝣 IA n a l isi s  e n  J a p o n

mm

Fase  2
蝣蝣蝣蝣蝣蝣蝣蝣蝣 蝣蝣 蝣I

E s tu d io s  c o m p le m e n ta rio s i ｻｻ 蝣 I

A n a lis is  e  I n v e stig a ti o n -sa

Establecimiento  del  Proyecto
de  Desarrollo

蝣 蝣 蝣 ｻ
P lan  y  V alo ri z ati o n  de  la  O b ra

T ran sfe re n cia  d e  T e cn o lo g fa s iss e  ̂fBSSPsHTHi  a
A n alisis  e n  Jap o n

蝣 I蝣 I j  g**̂ m g J'.J,".'

&m
P rep ara ti o n  de l  R ep orte

.  In fo rm e  d e  In icial 蟯

.  In fo rm e  d e  A v a n ce (I) 蟯

.  In fo rm e  d e  In te rm ed io A

.  In fo rm e  d e  A v an ce(II) 蟯

.  B orrad o r  d el  In fo rm e  F in al A

.  In form e  F in al A
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III. Information basica del organismo receptor

1. Diagrama de instituciones vinculados en el sector o tema:

Estructura MWBTRO
8VI CEM IN ISTROS anizativa

ORGANCACKDNES ECONOMCAS

ORGANSMO CENTR AL
24 DIRECCKDNES

MD. PR ESUP UESTADAS,
INSTITUTOS Y CENTROS

NACONALES ( 20 )

DELEGAd OrE S
TERR ITORI ALES

DELEGAd ONES
MUNCPALES

EXPER IMENTALES (5)

7 Giupos Empresariates

1 Asoctacion
3 Uniones

143 EmpresasGanaderas

144 Empresas Ramasno Caneras

79 Empresas Cafetaleias, Forestal y
Apedas

57 Empresas Industries

39 EmpresasdeComercio
14 Empresasde Aseg. yServicios

15 EmpresasdeOtras Actividades
491 Total

BASE PRODUCTIVA UMOADES DE GENOA
Y TECMCA V1NCULADAS

ALAS RAMAS 12)

Dtras Prod.
Estatal es

NOTA : El IIRD esta insertado dentro de las Unidades Presupuestadas y Centros
Nacionales

2. Mision institucional

La mision del I1RD es hacer eficiente y
operation y el mantenimiento de los sistemas

sostenible la proyeccion, la
de regadio.

Esto se realizara mediante la oferta de productos, procesos y servicios intensivos de
conocimiento, a traves de la generation, transferencia de information y tecnologias, y de
la formation y capacitacion profesional de los tecnicos y agricultores de los,
agroecosistemas de regadio en el pais. Tambien realizar£ el control estatal de la actividad
de riego y drenaje en las areas del Ministerio de la Agricultura; todo lo cual debe
contribuir a elevar en terminos cuantitativos, cualitativos, de manera sostenible y
competitiva la gestion del uso del agua en la production agricola.

En este afan se combinara el uso de tecnologias tradicionales mejoradas con tecnologias
de punta introducidas o desarrolladas en el pais y pondra tambien enfasis en la mejora de
la organizaci6n social y economica de la operation y mantenimiento de los sistemas de
regadio.
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3. Descripcion de servicio que otorga el Organismo/Actividades principales

a. Estudios de factibilidad para el desarrollo de areas de riego y/o recuperation de
suelos salinos.

b. Disefio y montaje de sistemas de riego.
c. Automatization de sistemas.
d. Desarrollo de proyectos de investigation.
e. Consultorias.
f. Cursos de posgrados y maestrias.
g. Information cientifico - tecnica especializada.

4. Presupuesto asignado para el organismo

EL IIRD es una Institution autofinanciada a traves de proyectos de investigation +
desarrollo, servicios cientifico tecnico, y la producci6n de elementos y componentes de
sistemas de riego. En el ano 2000 los ingresos en moneda nacional fueron de 724000
pesos

5. Numero del personal del organismo clasificado por titulos

Information sobre Composition de los Trabajadores y Potential Cientifico del IIRD.
Fecha: Marzo 2001.

T otal M uj eres

C an t. % T otal an t. % T otal
T otal de T rabaj adores 204 ^ ^ 蝣 1 74

C om positi on de los Trabajadores segun su nivel
N ivel U niversitario 60 29 20 33
M edio 28 14 18 64
O breros, A dm on y Servicios 116 57 36 3 1
3 . C om positi on d e lo s T rabajadores segu n su actividad laboral
D iri gente s 20 10 3 2
T ecnicos 75 37 33 44
A diestrados 3 2 2 67
A dm ini strativ o s 7 3 7 100

V II O b reros 64 3 1 18 2 8

S ervicios 35 17 ll 31
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Potenti al C ientifico Tecnico

C ategorias Total M uj eres E dad

prom edio
Investigadores C ant. % Total C ant. % Total! 蝣 蝣蝣
Total 24 蝣 蝣蝣 I ll 46 43
A spirantes . 9 38 5 55 30
A gregado s 6 25 4 67 37
A uxiliares 5 21 2 40 49
Titulares 4 16 0 55
D octores 7 29 1 14 5 1
M aster 15 62 8 53 37

C ateg orias T otal
D o cto res M asters P rof. A dju ntos U N A H

C ant. % T otal an t. % T otal a nt. % T ota l
A sp irantes Inv 9 9 100
A gregado s 6 5 83
A uxiliares 5 3 60 1 20 3 60

T itulares 4 4 100 2 50
T otal Invest. 24 7 29 22 62 5 2 1

E speciali stas 30 6 20

UNAH- Universidad Agraria de la Habana.
Nota: Esta informationincluye el personal de la Finca de Transferencia de Tecnologia en Pulido.

6. Relacionescon el gobierno del Japon

Desde el afio 1997 el IIRD ha mantenido una relation de cooperation y de
intercambio con JICA y otras organizaciones japonesas, a partir de la primera beca
para un especialista del Instiruto. Hasta la fecha nan recibido entrenamientoen Japon
cuatro especialistas e investigadores en las tematicas de Desarrollo de los Tierras
Agricolas y RecursosHidraulicos y Recursosde Aguapara la Irrigation en Regiones
Aridas y Semiaridas, lo cual ha sido de gran ayuda en la formationprofesional de los
mismosy para el desarrollo de la Institution.
Ademasel IIRD ha presentado una solicited para el envio de un experto la cual esta
enevaluationpor la parte japonesa.
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ORGANIGRAMA DEL IIRD
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キューバ国東部地域持続的農業開発計画要請書（案）

DESARROLLO AGROPECUARIO
SUSTENTABLE Y MANEJO DE AGUA Y SUELOS

DE LA REGION ORIENTAL DE CUBA

本要請書は、キューバ国東部に位置するサンチヤゴ・デ・クーバ県を中心と

した既存港概地域に対する潅漑施設の改善及び塩類集積地域の土壌条件の改良
による優良農地の保全等を目的とした開発調査を実施するためのものである。

本要請書は、ADCA調査団とMNAG及びIIRDとの共同作業により作成さ
れたものである。



TERMINOS DE REFERENCIA (TDR)
PARA SOLICITUD DE ESTUDIO DE DESARROLLO

I Aspecto Administrativo

1. Titulodel Estudio y subtitulo si es necesario
DESARROLLO AGROPECUARIO SUSTENTABLE Y MANEJO DE
AGUAY SUELOS DE LA REGION ORIENTAL DE CUBA.

2. Fecha de solicitud

15 Mayo 2001

3. Organismo solicitante (el que formula TDR)

MINISTERIO DE LA AGRICULTURA (REPUBLICA DE CUBA)

4. Organismo ejecutor del estudio (en caso de que sea diferente al solicitante)

INSTITUTO DE INVESTIGACION DE RIEGO Y DRENAJE (IIRD)

5. Ministerioresponsable

MINISTERIO DE LA AGRICULTURA

6. Comienzo deseable de la cooperacion tecnica (recepcion del experto)

ESTUDIO DE DESARROLLO

7. Posible fuente financiera para los soluciones que el estudio propondra al
final

COOPERACION FINANCIERA NO REEMBOLSABLE DEL JAPON
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II. Aspecto Tecnico: Terminos de referenda de la Cooperacion Tecnica

1. Situation actual (del problemaglobal):

1.1 Geografia

La Republica de Cuba esta formada por la Isla de Cuba, la Isla de la Juventud y unas
1,600 isletas y cayos agrupados en cuatro diferentes conjuntos. Esta situada en el Mar
Caribe a la entrada del Golfo de Mexico y constituye la portion mas occidental de las
Antillas Mayores.

El archipielago cubano esta ubicado entre los 20° 12' 36" y los 23° 17' 09" de latitud
norte y los 74° 07' 52" y 84° 57' 54' de longitud oeste. Cuenta con un area de 110,800 Km2,
siendo la Isla de Cuba de 104,945 Km2, la Isla de la Juventud de 2,200 Km2y los cayos
adyacentes de 3,715 Km2.La longitud de costas de la Isla de Cuba es 3,209 Km por el
norte y 2,537 Kmpor el sur.

Apartir del ano 1977 se establecio en Cuba una nueva division politico administrativa,
quedando organizado el pais en 14 provincias, 168 municipios y la Isla de la Juventud
comomunicipio especial.. Ver mapa anexo

El clima de Cuba es predominantemente tropical, con distribution estacional de las
precipitaciones. El promedio de Uuvia anual es de 1,375 mmcon una distribution muy
irregular ocurriendo el 80 % de las mismas en el llamado periodo Uuvioso (Mayo -
Octubre ) y el 20 % restante en el periodo de seca (Noviembre -Abril).

La insolation es de 2,900 horas de luz por ano en las zonas costeras y de 2,500 en las
montanas. La temperatura promedio diaria anual es de 24.5 °C, con valores mfnimos
promedios de 20 - 25°C y maximos de 25 - 35°C.

La humedad relativa promedio es de 80 % con variaciones maximas y mfnimas de
95 % en la manana y 60 % en la noche respectivamente.

1.2 Poblacion

Al finalizar 1997 la poblacion residente en Cuba ascendio a ll,093, 152 habitantes. La
tasa de crecimiento del ano 1997 me de 4.9 por mil habitantes y se calcula entre las mas
bajas de los ultimos 10 afios. La densidad de poblacion es del orden de 100 habitantes/Km2.
La poblacion rural es el 24.8 % de lapoblacion total y laurbana el 75.2 %.

1.3 Agricultura y Economicos

La superficie cultivable de Cuba es de 6,686,600 hectareas. La superficie cultivada es
de 3,695,200 hectareas, de esta el 70.5 % es de cultivos permanentes y el 29.5 % de
cultivos temporales. La superficie no cultivada del pais es de 2,991,400 hectareas de las
que el 74.3 % estan ocupadas por pastos naturales y 25.7 % se compone de tierras ociosas
por diversas causas.

Durante 1997 el ritmo de la economia cubana sufrio una relativa disminuci6n, despues
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de haberrepuntado en 1994 y de haber alcanzado tasas del 25 % en 1995 y 7.8 % en 1996.
Entre las causas principales que explican un crecimiento de 2.5 % en 1997, estan el bajo
rendimiento de la zafra azucarera de 1997, el deterioro de la relation de los terminos de
intercambio (reducci6n de los precios del aziicar y del niquel, dos de las principales
exportaciones cubanas) y la incidencia de fenomenos climaticos que repercutieron en la
agriculture y la pesca.

De las 10 actividades que integran el Producto Intemo Bruto de Cuba, la agricultura,
cana, silvicultura y pesca representaron, en el periodo de 1990 a 1996, el 8.8 % del mismo,
a precios corrientes.

1.4 Recursos Hidricos

Los recursos hidricos potenciales de Cuba se han evaluado en 38,130 millones de
metrescubicos de agua, originados por las precipitaciones. De estos se estima que el 83 %
sea aguas superficiales y el 17 % aguas subterraneas. El potencial aprovechable se ha
calculado en 23,880 millones de metros cubicos (74.9 % en aguas superficiales y 25.1 %
en aguas subterrdneas).

El potencial aprovechable de los recursos hidraulicos en el pais asciende en la
actualidad a 13,285 millones de m3,de ellos 8,790 en captaciones superficiales reguladas y
no reguladas y 4,495 en fuentes subterraneas. De este volumen anualmente se planifica la
utilization de cerca de 10,000 millones de m3para las diferentes actividades economicas y
sociales del pafs, correspondiendo el 70 % al riego, el 20 % al abasto a la poblacion y el
10 % para otras actividades.

Para el aprovechamiento de los recursos hidraulicos, se han invertido cerca de 2,000
millones de pesos en obras de ingenieria tales como: 223 presas, 798 micropresas, ll
grandes estaciones de bombeo, 778 Km de canales magistrates y 1,277 Km de obras de
protection contra inundaciones.

1.5 Riego yDrenaje

La superficie regable de Cuba se estima en 2.7 millones de hectareas de tiara. Los
calculos estan hechos tomando en consideration el potencial hidraulico cubano, los
requerimientos hidricos de los cultivos determinados por el Instituto de Investigaciones de
Riego y Drenaje del Ministerio de la Agricultura y las eficiencias de las actuales tecnicas
de riego existentes en el pais. Un aumento en la superficie regable de Cuba solo es posible
con el incremento en la eficiencia del regadio mediante la reconstruction y modernization
de los sistemas de riego existentes y los nuevos a constrain

En Cuba las precipitaciones durante el periodo seco del ano no son suficientes para
obtener altos rendimientos, por lo cual la necesidad del riego es determinante. Este
periodo concuerda con ciclos completes de muchos cultivos como son papa, tabaco y
hortalizas y con el inicio y termination de otros.

Durante el periodo lluvioso del ano, la intensidad de la lluvia supera la capacidad de
absorcion de los suelos, presentandose en muchos de ellos, escurrimientos y problemas de
drenaje que entorpecen el normal desarrollo de los cultivos.
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A pesar de las caracteristicas climaticas especificas de Cuba, antes del triunfo
revolucionario de 1959, la infraestructura hidraulica era insuficiente para soportar la
estructura economica y el crecimiento poblacional de la isla. Hasta 1958 solo se habian
construido trece obras hidraulicas (incluidas pequenas presas y micropresas ) para un total
de 48 millones de m3de agua embalsada, destinada a abasto a la poblacion y a riego de
cana de azucar fundamentalmente.

La "Voluntad Hidraulica", proclamada en los primeros afios del proceso revolucionario
permitio que el pais dispusiera al finalizar 1991 de 216 presas y 786 micropresas y
capacidad total embalsada de 9,672.5 millones de m3 de agua (INRH, 1992). De igual
manerade 162,000 hectareas de tierra bajo riego en 1958, ascendio a 1,062,191 hectareas
enel ano 1991.

Especial esfuerzo se realizo en el periodo 1986-1991, en el cual se construyeron 106
micropresas, 277 kilometros de canales magistrales, 19,900 pozos y se beneficiaron
158,356 hectareas de tierra con drenaje ingeniero y/o parcelario, fundamentalmente en
cana de azucar. El potencial aprovechable actual de agua para diferentes fines es de
13 276,6 millones de m3, de los cuales 7,017.3 millones corresponden a presas, 506.6
millones a micropresas, 4,495.2 millones a aguas subterraneas y 1,257.7 millones a
escurrimiento no regulado. El 70 % del potencial aprovechable actual de agua se destina al
regadio agricola y el resto a otros usos (abasto a la poblacion, la industria y la ganaderia).

De las 842,502 hectareas que se riegan en la actualidad el 5% pertenece a pequenos
sistemas de riego (menos de 10 ha), el 19.7% a medianos (de 10 - 50 ha) y el 70.3% a
grandes (mas de 50 ha). En los grandes sistemas se concentra el riego superficial del
cultivo del arroz, cana y pastos y forrajes y el riego por aspersion de los citricos. En los
sistemas medianos estan las tecnicas de riego superficial (70,774 ha), aspersidn (80,450
ha) y localizado (14,979 ha) que benefician los cultivos de raices y tuberculos, bananos,
platanos, hortalizas y granos. En los pequenos sistemas de riego, se incluye
fundamentalmente, el tabaco con tecnicas de riego superficial y aspersion.

1.6 Situation especifica de la Region Oriental de Cuba.

La Region Oriental de Cuba esta conformada por 5 provincias, a saber: Las Tunas,
Holguin, Granma, Santiago de Cuba y Guantanamo. En total en esta region existen 54
Municipios (Ver mapa anexo).

La superficie de la Region Oriental es de 36 617,5 Km2que representa el 33,1% del area
total de Cuba. De esta superficie, 36 110,2 Km2 pertenecen al area rural y 507,3 Km2 al
area urbana. La poblacion absoluta es de 3 932 356 habitantes representando el 35,2 % del
pais. El 59.7% de la poblacion esta en edad laboral.

La region oriental presenta diversas particularidades en su territorio que la hacen propensa
a fenomenos metereol6gicos que alcanzan magnitudes de desastres. Cuenta con el relieve
mas accidentado del pais en extension, ocupado en casi en una tercera parte de la
superficie por dos de los mayores macizos montanosos y las mayores alturas, asi como
grandes llanuras como la que ocupa la cuenca del Rio Cauto, la mas extensa del pais.
Estas particularidades originan diferentes paisajes que van acompaiiados de un regimen
pluviometrico muy complejo y variable comoocurre en la provincia de Guantanamo, por
ejemplo, donde se registran promedios anuales de precipitaciones del orden de los 3400 y
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600mm,considerados los extremos del pais.

En general, la region esta sometida a una considerable irregularidad en la distribuci6n
espacial y temporal de las precipitaciones, lo que unido a la alta evaporation existente
produce efectos negativos a la production agricola y pecuaria del territorio.

De los 54 Municipios de la regi6n oriental, 14 clasifican como de muy alto riesgo de
sequia, 15 de alto riesgo, 13 de riesgo medio, y 12 de bajo riesgo. La provincia de
Guantinamo presenta la mayor concentration de Municipios con muy alto riesgo y alto
riesgo de sequia (60% de los Municipios).

En cuanto a los suelos, las provincias de la regi6n oriental se situan en condiciones mas
desfavorables que las del resto de las regiones. En esta regidn el 70% de los suelos estdn
en categorias ED y IV de agroproductividad. Esto se resumeen el siguiente grafico:
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Grafico No.l

La afectacion por distintos grados de salinidad en Cuba es del orden de 1000 002, 100 ha,
equivalente a casi un 15% de la superficie del pais. Esta afectacion alcanza su valor m£s
significativo en las provincias orientales donde se concentranmasde la mitad del total de
la superficie afectada nacionalmente, problema que se ha extendido por los efectos del
agua mineralizada del subsuelo debido a la elevaci6n del manto freatico. En la siguiente
tabla se cuantifica la superficie afectada por salinidad.

S u p e rfic ie a fe c ta d a p o r s a lim d a d

T e rrito rio A re a to ta l %
C u b a 1 0 0 2 .1 1 0 0 .0
O c c id e n te 9 7 .7 9 .7
C e n tra 3 5 6 .5 5.6
O n e n te R A 7 Q 5 4 .7

TablaNo.l
La erosi6n del suelo producida por agentes naturales comolas lluvias y de otros de
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caracter antropico, que elimina la parte m£s f6rtil del suelo, es la forma de degradaci6n
que aparentemente se observa con mayor intensidad y extension en los suelos de Cuba y
unode los problemas masimportantes de afectaci6n a la agricultura.

De acuerdo con estudios realizados, la presencia de erosion en los territorios muestra la
siguiente distribuci6n:

S u p e rfic ie  a fe c ta d a  p o r  e ro s io n  (M h a )
T e rn to rio A re a  to ta l  a fe cta d a F u e rte  y  M u y  F u e rte
/U b a 4 2 2 9 .2 1  5 6 5 .7

O c c id e n ts 1.4 2 4 8 .4
C e n tra 1  5 2 9 .0 3 0 5 .1
O rie n te 1  7 7 8 .8 1 0 12 .2

TablaNo．2

El area afectada por erosidn es mayor en la regi6n oriental (1 778 800 ha) que en las otras
dos regiones y estas diferencias es mayor en las categorias de muyfuerte y fuerte siendo el
64,7% del total de Cuba.

C a te g o ria s F u e rte y M u y F u e rte d e l

a re a to ta l a fe c ta d a p o r E ro s io n

15 .8 %

64 .7 % m         19 .5 %

蝪 O cc ide nte Q C entra EI O rie nte

Grdfico No.2

El comportamientopor regiones de los recursos hidricos aprovechables se exponenen la
siguiente tabla:

R e c u r s o s  h id n c o s  a p ro v e c h a b le s  ( M M m  )

T e rrito rio S u p e rfic ia l % S u  b te  rra n e o % T o ta  l %
C u b a 1  7 8 9 4 7 5 .0 5 9 9 4 >5 .( 2 3 8 8 8 1  0 0 .0
O c c id e n te 3 7 8 5 5 1 .8 3 5 2 6 4 8 .2 7 3 1 1 1  0 0 .0
C e n tro 5 7 1 5 7 4 .3 1  9 7 5 2 5 .7 1  0 0 .0
O n e n te 8 3 9 4 9 4 .5 4 9 3 5 .5 1  0 0 .0

1もblaNo．3
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A pesar de que el mayor volumen aprovechable se concentra en la region oriental, solo el
5.5% del mismo es de origen subterraneo, por lo que la mayor parte de dicho volumen a
los efectos de su utilization tiene fuertes implicaciones inversionistas, las que se ven
incrementadas ademas por las grandes distancias que generalmente existen entre la
ubicaci6n de la fuente y el lugar de uso, lo cual situa a esta region en desventaja
comparativa con las restantes.

En la practica, el desarrollo hidraulico alcanzado a traves de las infraestructuras creadas
permitio, en el ano 1998, la disponibilidad de un volumen para la explotacion de 13657.4
MMm, o sea, solo el 57.2% del volumen aprovechable nacionalmente, mientras que esta
mismarelation para las provincias de la region oriental signified solamente el 38.2%.

R e c u rs o s  h id n c o s  d is p o n ib le s  (M M m  )

T e r rito rio V o lu m e n % %  d e l  V o lu m e n  a p ro v e c h a b le
/U b a 1  3 6 5 7 .4 1  0 0 .0 5 7 .2

O c c id e n te 4 9 2 0 .0 3.0 6 7 .3
C e n tra 5 3 3 9 .2 3 9 .1 6 9 .4
O rie  n te 3 3 9 8 ,2 2 4 .9 3 8 .2

Tabla No.4

Fuente: Instituto Nacional de RecursosHidraulicos (INRH) 1 998

Comose observa en el cuadro anterior,tambien la disponibilidad de los recursos hidricos
para la explotacion muestra el menorvolumenen la region oriental para el 24.9% del total
nacional.

En general, el destino de uso de este volumendisponible nacionalmente, esta dirigido en
un70% hacia la agricultura, un 10% al abasto de la poblacion y un 20% para otros usos
entre los que se incluye la industria.

En lo referente al abasto de agua a la poblacion, el que se realiza preferentementea partir
de aguas subterraneas, las regiones occidental y central se situan en una mejor position
dada la existencia de abundantes acuiferos carsicos, mientras que la region oriental tiene
que basar su abasto fundamentalmentea partir de aguas superficiales reguladas, lo que la
situa tambien con las mayores restricciones en este sentido sujeta a la necesaria
construction de nuevas fuentes y sistemas de conduction y ademas con una calidad
inferior que implica su tratamiento.
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Una relation del agua disponible percapita a escala territorial se indica en el siguiente
grafico :
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Grafico No.3

Comose puede apreciar en el grafico expuesto, la poblacion de las provincias orientales al
nivel de region cuenta con menor volumen de agua disponible que la de las otras dos
restantes.

En el ano 1989, en la region oriental de Cuba existian 129 184 ha de tierra con regadio en
cultivos varios, mientras que en el ano 2000 esta cifra descendio a 88 573 ha. La crisis
econbmica iniciada en la decada del 90 ha provocado una afectaci6n de 40 611 ha de
tierras con sistemas de riego en 12 anos, manifestandose en un deterioro de areas de riego
a razon de 3 384.25 ha afio.

2. Necesidades o problemas especificos que abordara el experto y su justification:

La conjuncion de las cualidades fisico naturales de los territorios, el comportamiento de
las variables meteorologicas, el relieve, el estado de conservation de los suelos, la
distribution de la vegetaci6n, la presencia de recursos hidricos, todos ellos en proceso de
interrelation, han determinado diferenciaciones generales dentro del territorio nacional
que permiten considerar como fragiles un conjunto de ecosistemas (costas, cayos,
humedades, montafias y ambientes secos) en diferentes zonas del pais entre las cuales las
montanasy los sectores con ambientes secos presentan la mayor relevancia en la region
oriental de Cuba.

Todos los factores anteriormente mencionados, unidos a otros de caracter social y
economicos hacen a la region oriental de Cuba vulnerable a la inseguridad alimentaria.

Dentro del proceso de Desarrollo y Perspectiva del sector agropecuario en Cuba, el Pais se
encuentra experimentando una serie de cambios encaminados a resolver los problemas y
obstaculos estructurales y coyunturales que le impiden alcanzar su desarrollo.

De esta forma el gobierno implemento, por medio del Ministerio de la Agricultura su
"ProgramaDesarrollo del Riego y el Drenaje para el periodo 1997 a 2002"; en dicho Plan
el gobierno establecio algunas prioridades en el accionar del sector publico, a fin de
mejorar el bienestar social, los servicios publicos, modernizar los equipos, aumentar la
production y productividad y dinamizar la economia.
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En el analisis realizado a todos los sectores de la economia del pais se analizo el problema
del sector agropecuario siendo el m&s visible la baja productividad del mismo.

(1) Las principales manifestaciones de este problema son:

a) Las explotaciones agricolas cuyos rendimientos superan los promedios
potenciales, representan menosdel 7 % en superficie y produccion;

b) Bajos rendimientos de productos de consumo interno, en comparacion con las
explotaciones agricolas y pecuaria de otros paises con igual desarrollo
economico;

c) Bajos rendimientos de la actividad pecuaria, de los productos de exportation y
los productos agroindustriales;

d) El area de riego es insuficiente en la region oriental, decrecio en los ultimos
doce afios en 40 611 ha

e) Alta degradation de los suelos y empeoramiento de las condiciones de drenaje
de los mismos.

(2) Segun el diagnostico realizado las causas que han generado este problema serfan:

a) Region con muchosterritorios con ambientes Mgiles (erosion, salinidad, sequia,
etc).

b) Insuficientes proyectos integrates para el fomento de la produccion.

c) Insuficiente produccion interna de insumos, especialmente de semillas
calificadas y falta de control de calidad;

d) Insuficiente investigation y transferencia de tecnologia para el sector agricola,
que no cubren la gama de problemas tecnicos y productivos;

e) Limitada superficie agricola bajo riego;

f) Insuficiente infraestructura para la comercializacion que eleva la participation de
los intermediaries, quienes incrementan sus mdrgenes de utilidad en detrimento
de la rentabilidad de los productores; y,

g) Baja inversi6n y deficiente mantenimiento de la infraestructura de apoyo al
desarrollo del sector rural.

(3) Ante esta problematica el pals ha propuesto:

a) Revisar las leyes y reglamentos del sector agropecuario con criterios de equidad
etnica, social y genero para permitir una mayorlibertad para el sector en materia
de precios, importation de insumos, bienes de capital y movilizacion de
productos; asi como disminuir la expansion de la frontera agricola,
promoviendo el uso eficiente de la tierra, para preservar especialmente los
ecosistemas fragiles.
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b) Incrementar el area bajo riego mediante la autogestion de los usuarios,
garantizando la participation de las mujeres en la administration y operation de
los sistemas de riego.

c) Crear las condiciones para mejorar el sistema de comercializacion agropecuario.

d) Desarrollar, usar y difundir un sistema de investigation estrategico para
utilization de los sectores publico y privado, que incluya: analisis, perspectivas
de mercado, ventajas comparativas del pais, desarrollos tecnologicos potenciales
yotros.

e) Apoyar al sector privado en la ejecuci6n de proyectos integrales, para mejorar la
producci6n agropecuaria.

f) Promover la organizaci6n de pequenos y medianos productores para la
production, comercializacion y adopcidn de mejoras tecnologicas.

g) Mejorar la inversi6n e infraestructura rural para el sector agropecuario, en la
rehabilitation de areas agricolas criticas y en la conservaci6n de la cobertura
vegetal natural de las areas mas deterioradas del territorio nacional.

Localization y superficie total del objeto del estudio (cobertura geografica) :

D e  s c r ip ti o n

P R O V  IN C I A S

T O T A LL a s

T u n a s

H o lg u i n G r a n m a

S a n ti a g o  d e  C u b a G u a n t a

n a m o

N o .  M u n i c ip i o 8 1 4 1 3 9 1 0 5 4

S u p e r fi c ie  (K m  ) 6 5 8 8 .9 9 3 0 0 .5 8 3 7 1 .8 6 1 7 0 . 1 6 1 8 6 .2 3 6  6 1 7 .5

%  d e l  a r e a  d e  C u b a 5 .9 8 .4 7 .6 5 .6 5 .6 3 3 . 1

A r e a  u r b a n a  ( K m  ) 8 7 .0 1 4 3 .3 9 2 .6 1 3 7 .9 4 6 .5 5 0 7 .3

A r e a  r u r a l  ( K m  ) 6 5 0 1 .9 9 1 5 7 .2 8 2 7 9 .2 6 0 3 2 .2 6 1 3 9 .7 3 6  1 1 0 .2

S u p  c u lt iv a b l e  l O O O h a 5 1 6 .2 5 1 4 .2 5 4 3 .9 3 6 7 .6 2 7 0 .3 2  2 1 2 .2

S u p  c u lt iv a d a  1 0 0 0  h a 2 6 0 .2 3 2 4 .  1 3 0 4 .0 2 0 1 . 1 1 3 4 .7 1  2 2 4 .1

S u p .c o n  ri e g o  1 0 0 0  h a l l .0 8 1 5 .8 1 4 7 .1 9 8 .5 4 5 .9 5 8 8 .5 7

D e n s  p o b l a c  h a b /  K m 8 0 . 1 1 1 0 .0 9 9 . 1 1 6 7 .3 8 2 .8 1 0 7 .8 6

Tabla No.5

4 . N u m ero ap ro x im a d o d e p o ten ti ate s b en eficiario s :

D e scrip ti o n

P R O V IN C IA S

T O T A LL a s T u n as H ol g u in G ran m a
S an tiag o
d e C u b a G u an ta n am o

P o b la ci o n
T o tal 5 2 7 8 9 1 1 0 2 9 6 2 7 8 3 0 0 6 4 1 0 3 2 5 0 8 5 12 26 6 3 9 3 2 3 5 6
U rb an a 3 10 4 0 0 60 6 4 5 0 4 7 8 1 17 7 18 6 26 30 5 8 2 3 2 4 19 4 16

R u ral 2 17 4 9 1 4 2 3 17 7 3 5 1 94 7 3 1 3 8 8 2 20 6 4 4 3 1 5 12 9 4 0

Tabla No.6
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5. El objetivo inmediato de la ejecucion del Estudio de Desarrollo:

Los objetivos del Estudio son los siguientes:

(1) Elaborar un plan maestro para el desarrollo sustentable agropecuario y rnanejo
del riego y el drenaje , considerando el medio ambiente, en la region oriental
deCuba.

(2) Ejecutar un estudio de factibilidad para el plan de desarrollo agropecuaria en
areas prioritarias.

(3) Llevar a cabo la transferencia de tecnologia al personal de la contraparte
cubana mediante la capacitacion en servicio durante la ejecucion del Estudio.

6. Meta a largo plazo, o impacto esperado de la ejecucion del Estudio de
Desarrollo:

(1) Objetivos de Corto Plazo

a) Optimizar el uso del agua, revistiendo los canales (algunos tramos) y construir
obras de drenaje.

b) Aumentar el area regable en no menos de 100 000 has con el consiguiente
beneficio para otras familias de la region.

c) Dotar de agua para riego durante todo el ano.

d) Proporcionar servicios de apoyo a la production:
-centrescomunales
-asistencia tecnica y capacitacion.

e) Incrementar las fuentes de trabajo para los habitantes de la region.

(2) Objetivos de Mediano y Largo Plazo:

a) Promover el aumento de la production y productividad en forma tecnificada.

b) Diversification de la production agricola, tanto para cultivos de consumo
interno comode exportation.

c) Elevar el nivel de ingresos de las familias asentadas en el area del proyecto.

d) Generation de empleo con el fin de evitar la migration campesina.

e) Aprovechamiento de la production para su industrialization.

f) Implementar un sistema de comercializacion eficiente.
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g) Emprender un programa de mitigation de impactos ambientales y de
conservation del medio ambiente.

h) Lograr un desarrollo sostenido de la agricultura de la region

7. Organismo Ejecutor del Proyecto

El Institute) de Investigaciones de Riego y Drenaje (URD) es el organismo ejecutor del
presente proyecto. Este organismo se creo en 1977. Su personal asciende a 204
trabajadores. Es el organismo rector de las actividades de investigation - desarrollo y
control estatal del riego en el Ministerio de la Agricultura de Cuba.

8. Alcance del Estudio

8.1 AreadelEstudio

El Estudio cubre la Ciudad de ia Habana y Provincia de La Habana, y el area total para
el plan maestro es aproximadamente 6,000 kilometros cuadrados correspondientes a areas
actualmente bajo riego y con potencialidad de riego.

8.2 Resumendel Estudio

Conel fin de lograr los objetivos mencionados, el Estudio consistira en dos (2) fases:

Fase 1: Estudio del Plan Maestro
Comprender la realidad de la agricultura y situation de la organization de los
agricultores; condition actual de las instalaciones; danos causados; datos /
information existentes, problemdtica de las diferentes Cuencas; establecer la
politica de reforma y de desarrollo; seleccionar las areas de prioridad.

Fase 2: Estudios de Factibilidad
Referente a las areas de prioridad de desarrollo seleccionadas, al mismo
tiempo que se realizan los estudios complementarios necesarios, llevar a cabo
estudios de factibilidad tomando en cuenta las especificaciones / normas
tecnicas.
La transferencia de tecnologia a los Organismos Gubernamentales
relacionados, se ejecutara segun los items 1 y 2 anteriormente mencionados.
El estudio de las diversas obras se efectuara comosigue:

8.3 Fase 1 (PlanMaestro)

(1) Recopilar y analizar datos e informaciones existentes y llevar a cabo estudios
en terreno sobre los siguientes puntos:

a. Condiciones naturales
b. Condiciones socioeconomicas
c. Condiciones de suelo y uso de la tierra
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d. Production agricola
e. Ganaderia y pecuaria.
f. Infraestructura agricola y rural
g. Riego y drenaje
h. Operation y mantenimiento del sistema de riego y drenaje
i. Sistema de apoyo agricola (organization de productores, investigaciones,

capacitacion y servicios de extensi6n, etc.)
j. Sistema de comercializacion
k. Demanda de agua y sistema de manejo de los recursos hidricos para

diferentes sectores
1. Aguas servidas de las area urbanas
m.Aspectos ambientales
n. Aspectos legales
0. Otros

(2) Revisar los planes y proyectos de desarrollo existentes en el area del Estudio
(3) Identificar la potencialidad de los recursos hidricos, problemas y restricciones
(4) Ejecutar el Diagnostico de Situation Actual del Medio Ambiente
(5) Preparar el Plan Maestro del uso del agua para diferentes sectores
(6) Formular el Plan Maestro para el desarrollo agricola y manejo de agua en

consideration al medio ambiente del area del Estudio
(7) Identificar las areas prioritarias del proyecto mediante el estudio del Plan

Maestro

8.4 Fase 2 (Estudio de Factibilidad)

(1) Recopilar los datos estadisticos e informaciones en las areas del proyecto
seleccionadas, mediante estudios adicionales.

(2) Ejecutar el estudio de factibilidad para las areas prioritarias del proyecto,
incluyendo los componentes siguientes :

a. Plan de desarrollo agricola
b. Plan de desarrollo de los recursos hidricos subterraneos
c. Plan de riego y drenaje
d. Plan de operation y mantenimiento para las instalaciones de riego y

drenaj e
e. Plan de conservation del medio ambiente
f. Diseno preliminar de infraestrucruras
g. Plan de apoyo para la organization de agricultores
h. Cronogramade ejecucion
1. Estimaci6n de costos y beneficios del proyecto
j. Evaluation del proyecto
k. Conclusiones y recomendaciones

(3) Transferencia de Tecnologia
(4) Elaboration del Reporte del Estudio
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9. Cronograma tentativo de la ejecucion del estudio

Segun el plan, se estima que el periodo de estudio seria de 14 meses, de los cuales las
obras de la primera etapa abarcaria 7 meses y la segunda etapa de 6 meses; posteriormente
para la preparation del reporte final con los respectivos comentarios del Gobierno de Cuba,
se calcula que tardaria un mesmas.

Al resumir toda la informacion se obtiene el siguiente cuadro:

Item P ro ce d im ien to  d etallad o  p or  m e ses
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13  14

F ase  1 Î H !

C oleccion  de  datos I I
E xplorati on  del  lugar
E stablecim iento  de  las  bases
del  proyecto

m 蝣

Selecti on  de  areas  de  prioridad
de  desarrollo

Transferencia  de  tecnologfa 蝣
A n alisis  en  J ap o n

Fase  2 蝣 I蝣蝣I蝣蝣蝣蝣 I蝣蝣I蝣I蝣蝣蝣蝣
E s tu d io s  c o m p l  e m e n ta ri o s I  ̂^ ^ ^ H

蝣 i

A n d lis is  e  In v e s tig a ti o n

E s ta b le c i m ie n to  d e l  P ro y e c to

d e  D e sa rr o llo
'蝣<>v '蝣- %

P la n  y  V a lo r iz a ti o n  d e  la  O b r a

T r a n s fe re n c ia  d e  T e c n o lo g ia
蝣 BtBHHHSHHH

Analisis  en  Japon 蝣 I蝣 I 蝣 I
P rep ara ti o n  del  R ep o rte

.  In fo rm e  d e  In iti al 蟯 蝣 1 1

.  In fo rm e  d e  A v an c e (I) A

.  In form e  d e  In term ed io 蟯

.  In fo rm e  d e  A v an c e(II) A
.  B orra d or  d el  In fo rm e  F in al 蟯
.  In fo rm e  F in a l A
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III. Information basica del organismo receptor

1. Diaarama de institucbnes vinculados en el sector o tema:

Estructura MN ISTRO
8 VICEM 1NBTROS Oraanizativa

OR GANISMO CENTRAL
24 DIRECCIONES

I N D. PRESUP UESTADAS,

iNSTnuros Ycentros
. NAGONALES(20) ,

DELEGACI ONES
TERR rrOHALES

(15)

DELEGACt OTCS
MUNCPA LES

EXPER MENTALES (5)

U BPC
1710

"*å ORGANEACIONES ECONOUCAS

7 Grupos Empresariales

1 Asociacion
3 Uhiones

143 Empresas Ganaderas

144 Empresas Ramas no Caneras

79 Empresas Cafetaleras, Forestal y
Apied as

57 Empresas Industriales

39 EmpresasdeComercio
14 EmpresasdeAseg. yServicios

15 Empresas de Otras Actividades

491 Total

BASE PROOUCTIVA

GENT \/rCPA\f CCS \/'' EJT
177 JV7S7JV2196JV 49

UMDADES DE CIENCIA
Y TCCMCAVINCULADAS

ALAS RAMAS12)

Iras Prod/
. Estatales ,

NOTA : El IIRD esta insertado dentro de las Unidades Presupuestadas y Centros
Nacionales

2. Mision institucional

La mision del 1IRD es hacer eficiente y
operation y el mantenimiento de los sistemas

sostenible la proyeccion, la
de regadio.

Esto se realizara mediante la oferta de productos, procesos y servicios intensivos de
conocimiento, a traves de la generation, transferencia de information y tecnologias, y de
la formation y capacitacion profesional de los tecnicos y agricultures de los,
agroecosistemas de regadio en el pais. Tambien realizara el control estatal de la actividad
de riego y drenaje en las areas del Ministerio de la Agricultura; todo lo cual debe
contribuir a elevar en t6rminos cuantitativos, cualitativos, de manera sostenible y
competitiva la gestion del uso del agua en la production agricola.

En este afan se combinara el uso de tecnologias tradicionales mejoradas con tecnologias
de punta introducidas o desarrolladas en el pais y pondra tambien enfasis en la mejora de
la organizaci6n social y economica de la operation y mantenimiento de los sistemas de
regadio.
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3. Descripcion de servicio que otorga el Organismo/Actividades principales

a. Estudios de factibilidad para el desarrollo de areas de riego y/o recuperation de
suelos salinos.

b. Disefio y montaje de sistemas de riego.
c. Automatization de sistemas.
d. Desarrollo de proyectos de investigation.
e. Consultorias.
f. Cursos de posgrados y maestrias.
g. Information cientifico - tecnica especializada.

4. Presupuesto asignado para e! organismo

EL IIRD es una Institution autofinanciada a traves de proyectos de investigation +
desarrollo, servicios cientifico tecnico, y la production de elementos y componentes de
sistemas de riego. En el ano 2000 los ingresos en moneda national fueron de 724000
pesos

5. Numero del personal del organismo clasificado portftulos

Informacion sobre Composition de los Trabajadores y Potencial Cientifico del IIRD.
Fecha: Marzo 2001.

Total M uj eres

ant. % Total C ant. % Total
Total de Trabaj adores 204 蝣 H 74

C om posicion de los Trabajadores segtin su nivel
N ivel U niversitario 60 29 20 33
M edio 28 14 18 64
O breros, A dm 6n y Servicios 116 57 36 31

3. C om positi on de los Trabajadores segun su actividad laboral
D irigente s 20 10 3 2
Tecnico s 75 37 33 44
A die strado s 3 2 2 67
A dm ini strativo s 7 3 7 100
V II O breros 64 31 18 28

Servicios 35 17 ll 31
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Potencial C ientifico Tecnico
C ategorias T otal M uj eres E dad

prom edio
Investigadores C ant. % Total .. ant. % Total
Total 24 IB H S ll 46 43
A spirantes. 9 38 5 55 30
A gregado s 6 25 4 67 37
A u xi liare s 5 21 2 40 49
Titulare s 4 16 0 55
D octores 7 29 1 14 51
M aster 15 62 8 53 37

C ategorfas To tal
D octores M asters P rof. A djuntos U N A H

I M H H M IIS I H I .. ant. % Total C ant. % Total C ant. % Total
A spirantes Inv 9 9 100
A gregado s 6 5 83
A uxiliare s 5 3 60 1 20 3 60
Titulares 4 4 100 2 50
Total Invest. 24 7 29 22 62 5 21
Especialistas 30 6 20

UNAH-UniversidadAgraria de la Habana.
Nota: Esta informationincluye elpersonal de la Finca de Transferenciade Tecnologta en Pulido.

6. Relacionescon el gobierno del Japon

Desde el ano 1997 el IIRD ha mantenido una relation de cooperationy de
intercambio con JICA y otras organizaciones japonesas, a partir de la primera beca
para un especialista del Institute Hasta la fecha nan recibido entrenamientoen Japon
cuatro especialistas e investigadores en las tematicas de Desarrollo de los Tierras
Agncolas y Recursos Hidraulicos y Recursos de Agua para la Irrigation en Regiones
Aridas y Semiaridas, lo cual ha sido de gran ayuda en la formationprofesional de los
mismosy para el desarrollo de la Institution.
Ademasel IIRD ha presentado una solicitud para el envio de un experto la cual esta
en evaluationpor la parte japonesa.
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